
　http://www.city.sennan.lg.jp/

2017
No.619

1
January

（平成29年）

2017 年新年のごあいさつ・・・・・・・・・・・P 2
新着ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・P 3
新春対談・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P 4
お 知 ら せ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ 8
シリーズ人権・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ18
子育て情報局・・・・・・・・・・・・・・ ・・Ｐ 20
読者プレゼント・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 24
まちかどスナップ ・・・・・・・・・・・・・・Ｐ25
情報ＢＯＸ・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 26
ふるさと歴史紀行・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 28

平成



2

泉南市長
　竹中　勇人

泉南市議会議長
　田畑　仁

2017年
新年のごあいさつ

　明けましておめでとうございます。
　平成 29 年の年頭にあたり、市議会を代表いたし
まして、謹んで新年のごあいさつを申し上げます。
　昨年は熊本県や鳥取県での地震、また全国各地
で台風による自然災害が多発した 1 年でありまし
た。被害を受けられた皆さまに、お見舞い申し上
げますとともに、一日も早い復興をお祈りします。
　一方でスポーツにおいては、8 月にリオデジャネ
イロオリンピック・パラリンピックが開催され、史
上最多の 41 個のメダルを獲得することができ、日
本国中に夢と感動をもたらしました。2020 年東京
オリンピック・パラリンピックにおいても、日本国
中に活力を与えてくれるものと信じております。
　また、昨年は市議会議員選挙が行われた年であ
り、皆さまから選ばれました 16 名の議員により
新たな議会がスタートいたしました。私は、11
月の第 2 回臨時会におきまして、第 52 代泉南市
議会議長の要職に就任いたしました。郷土泉南市
の一層の発展のため、全力を傾注してまいります。
　さて、昨年の本市議会の活動といたしましては、
6 月の第 2 回定例会において、市議会議員定数を
18 名から 16 名に 2 名削減、7 月の第 1 回臨時
会において、政務活動費の廃止ならびに市議会議
員報酬 10％の削減を可決いたしました。
　今後も本市議会といたしましては、老朽化が進
む学校施設の建て替え、子育て環境の充実等々、
山積している諸課題の解決のため行政とともに取
組み、活力ある「泉南市」の未来をつくっていく
決意でございます。
　あわせて、市民の皆さまからもご意見をいただ
きながら、「市民の皆さまと同じ目線、同じ感覚、
同じ想い」を大切にし、より市民に開かれた議会
の実現を主とし、さらなる議会改革に取組んでま
いりたいと存じます。
　結びに、皆さまにとって平成 29 年が素晴らし
い年となりますことを心からお祈り申し上げ、新
年のごあいさつといたします。

　明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまにおかれましては、夢に満ちあふ
れた新年をお迎えのことと謹んでお喜び申し上げ
ます。また、旧年中は市政各般にわたり、格別の
ご高配を賜り心から厚くお礼申し上げます。
　さて昨年は、南アメリカ大陸で初開催となった
リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック
では日本選手団の活躍で過去最多のメダルを獲得
するなど国民に勇気と感動を与えてくれました。
また、日本人が 3 年連続のノーベル賞を受賞し
たことなど、日本の明るい未来への躍動を感じた
年でありました。しかし、その一方で、熊本地震
や鳥取県中部地震、また日本各地で台風など風水
害による被害が発生しました。被害に遭われた地
域の皆さまには心からお見舞い申し上げるととも
に、一日も早い復興復旧を祈念しております。
　本市では、堺市以南 9 市 4 町における「泉州
地域災害時相互応援協定」に加えて、平成 28 年
11 月に南海トラフ巨大地震を想定した「大規模
災害時における相互応援に関する協定」を滋賀県
長浜市と締結しました。これにより、万一の発災
時に、近隣以外の自治体とも相互の応援が可能と
なり、それぞれに有効な応急・復旧措置を講じる
ことができるようになりました。
　さて、観光情勢をみると関西国際空港の利用者が
過去最高を記録するなど、国内外から多くの方が訪
れており、受け入れ体制の整備が求められています。
そこで、本市では、関西国際空港から南へ向かう新
たな人の流れを生み出すため、昨年、和歌山県田辺
市と奈良県十津川村との 2 市 1 村で聖地・熊野を
めぐるプロモーション映像を制作する等「超広域連
携観光圏協議会」を設立しました。関空から大阪・
奈良・和歌山を結ぶ新たな観光ルートの創設に向け、
本年も取組みを進めてまいります。
　今後とも、安全・安心で、そして魅力あるまち
づくりを進めてまいりますので、市民の皆さまの
温かいご支援とご協力をよろしくお願いします。
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.lg.jp/

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
を

拡
充
し
ま
す

　

子
ど
も
の
保
健
の
向
上
お
よ
び
子

育
て
家
庭
の
支
援
の
た
め
、
4
月
1

日
㈯
か
ら
、
通
院
に
係
る
医
療
費
の

一
部
負
担
金
助
成
対
象
範
囲
を
拡
大

し
ま
す
。

【
対
象
】
0
歳
～
中
学
3
年
生
ま

で
の
子
ど
も
︵
平
成
14
年
4
月
2

日
生
ま
れ
以
降
︶。
た
だ
し
障
害

者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
子
ど

も
は
対
象
外

【
医
療
証
交
付
方
法
】

①
平
成
14
年
4
月
2
日
～
平
成

18
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
ど

も
：
す
で
に
申
請
済
み
の
方
に

は
3
月
下
旬
に
新
医
療
証
を
郵

送
し
ま
す
。申
請
が
ま
だ
の
方
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

②
平
成
18
年
4
月
2
日
生
ま
れ

以
降
の
子
ど
も
：
申
請
不
要
。
3

月
下
旬
に
新
医
療
証
を
郵
送
し

ま
す

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

︵
☎
483
・
3
　

4
　

7
　

4
︶

　

月　

日
㈯
樽
井
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
館

【
所
在
地
】
樽
井
5
・
14
・
12
︵
旧

樽
井
幼
稚
園
︶

【
開
館
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後

9
時

【
休
館
日
】第
1
、3
日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始

【
そ
の
他
】
使
用
料
等
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
防
災
活
動
、

そ
の
他
の
防
災
意
識
向
上
を
図
る

活
動
の
使
用
は
、
3
か
月
前
～
使

用
日
3
日
前
、
そ
れ
以
外
の
使
用

は
2
か
月
前
～
使
用
日
の
3
日
前

ま
で
に
、
施
設
内
受
付
窓
口
に
て

申
込
み
。
4

月
の
使
用
は
、

1
月
4
日
㈬
か

ら
受
付
開
始
。
た

だ
し
、
3
月
31
日
㈮
ま

で
は
危
機
管
理
課
︵
☎
479
・
3
　

6

　

0
　

1
︶
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

泉
南
市
国
民
保
護
計
画

　
　
　

変
更
案
の
意
見
募
集

　

外
国
等
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大

規
模
テ
ロ
な
ど
か
ら
、
市
民
の
生

命
、身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
し
、

被
害
や
影
響
を
最
小
に
抑
え
る
た

め
、
国
、
府
、
市
が
相
互
に
連
携

協
力
し
、
市
民
の
避
難
誘
導
や
救

援
活
動
を
行
う
「
泉
南
市
国
民
保

護
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
国
民
保
護
法
や
大
阪

府
国
民
保
護
計
画
の
変
更
を
受
け

て
、
泉
南
市
国
民
保
護
計
画
の
変
更

案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
1
月
16
日
㈪
～
2
月
15

日
㈬

【
閲
覧
方
法
】
危
機
管
理
課
窓
口
、

市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で

【
そ
の
他
】
▽
電
話
で
の
受
付
不
可

▽
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
２
月
下
旬

に
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
公
表
予
定

【
関
連
サ
イ
ト
】
泉
南
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
↓

平
成
28
年
度
↓
「
泉
南
市
国
民
保

護
計
画
」

【
提
出
先
】持
参
か
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
意
見
︵
自
由
形
式
︶
を
〒

5
　

9
０
・
0
　

5
　

9
　

2
︵
住
所
不
要
︶

危
機
管
理
課
︵
FAX
　

483
・
０
３
２
５

／e-m
ail:kikikan

ri@
city.

sennan.lg.jp

︶
へ
。
2
月
15

日
㈬
必
着

【
問
合
せ
】
危
機
管
理
課

（
☎
479
・
3
　

6
　

0
　

1
）

Topics
新着ニュース

ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

樽
井
在
住
の
菅す

が
は
ら原
貞さ
だ
み美
さ

ま
、
吉よ
し
ぞ
の薗
通み
ち
お男
さ
ま
か
ら
、
市

役
所
玄
関
前
の
美
観
形
成
の
た

め
に
大
菊
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
厚
志
に
対
し
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

︵
☎
483
・
０
０
０
２
︶

1

市役所別館1階会議室

午前9時30分～午後4時（午後0時～1時、土・日曜は除く）

市ウェブサイトからダウンロードしてください。
市内業者用は契約検査課でも配布しています

2/1㈬～10㈮
2/15㈬～21㈫

2/15㈬～21㈫

業種 　物品関係
  （役務提供含む）

　測　　量
コンサルタント

ビ　ル
管理等

申請対象者

受付
期間

受付時間

市外業者

市内業者

要領等の取得
方法

受付場所

現在未登録
の業者

建設工事
項目

全市内業者および
現在未登録の
市外業者

市内・市外の
全業者

【関連サイト】市ウェブサイト＞事業者の方へ＞入札・プ
ロポーザル＞入札等参加資格審査申請

【問合せ】契約検査課（☎ 483-0006）

平成 29 年度入札等参加資格審査申請を受付します

★

府道堺阪南線

樽井公民館

至難波→←至和歌山

郵便局 北

樽井
公民館

郵便局

★

樽井

４
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司
会
：
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
の
進
行
役
の
上う
え
の
や
ま

之
山
幸さ
ち

代よ

で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
の
新
春
対
談
は
「
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

と
期
待
～
魅
力
あ
ふ
れ
る
﹃
せ
ん
な
ん
﹄
～
」

と
題
し
、K

ク

ラ

ッ

チ

LU
TCH

さ
ん
、D デ
ィ
ー
ジ
ェ
イ

J
B

ブ
ー
ビ
ー

O
O

B
Y

さ
ん
の
お
二
人
と
対
談
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
お
二
人
は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
中
心
に
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
を
取
り
入
れ
た
サ
ウ
ン
ド
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
で
若
者
に
絶
大
な
人
気
を
誇
る

E イ
ー
テ
ィ
ー

T
-K

キ
ン
グ

IN
G

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
と
も
に

泉
南
市
出
身
と
い
う
ご
縁
で
昨
年
4
月
に
特
命

観
光
大
使
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
日
は
お
二

人
の
母
校
で
あ
る
こ
ち
ら
泉
南
中
学
校
で
、
お

二
人
が
思
う
泉
南
市
の
魅
力
、
ふ
る
さ
と
の
持

つ
力
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
視
点
か
ら
見
え
る

も
の
、
感
じ
る
も
の
な
ど
、
お
話
を
い
た
だ
き

な
が
ら
対
談
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
過
疎
化
、
高
齢
化
で
、
２
０
４
０

年
に
は
全
国
の
半
数
の
市
町
村
が
消
滅
す
る
と

の
試
算
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
う
な
れ
ば
、

も
は
や
ふ
る
さ
と
は
記
憶
の
中
で
懐
か
し
む
こ

と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ

化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も

変
わ
ら
ぬ
生
活
が
送
れ
る
利
便
性
が
あ
る
一
方

で
、「
ふ
る
さ
と
ら
し
さ
」
を
失
い
た
く
な
い

と
い
う
愛
郷
心
は
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
し
て
多
忙
を
極
め
る
お
二
人
の
ふ
る
さ
と

へ
の
愛
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

KLU
TCH

：ET-K
IN

G
で
ボ
ー
カ
ル
を
し
て

い
ま
すK

LU
TCH

で
す
。
泉
南
中
学
校
出
身

で
す
。
久
し
ぶ
り
に
来
ま
し
た
が
、
僕
ら
が
過

ご
し
て
い
た
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

で
す
ね
。
先
ほ
ど
中
学
3
年
生
の
時
の
担
任
の

先
生
に
お
会
い
し
、
懐
か
し
い
感
情
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
先
生
に
出
会
わ
な
け
れ

ば
、
僕
はET-K

IN
G

を
や
っ
て
い
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
原
点
の
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

D
J  BO

O
BY

： D
J BO

O
BY

で
す
。KLU

TCH

と
は
学
年
は
違
い
ま
す
が
、
僕
も
泉
南
中
学
校

の
卒
業
生
で
す
。

市
長
：
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
し
い
年
を
迎
え
て
気
持
ち
を
新
た
に
市

政
に
ま
い
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
昨
年
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
い
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
最
近
は
関
西
国
際

空
港
が
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
海
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
控
え
て
お
り
、
２
０
２
１
年
に
は
関
西

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
泉
南
市
は
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
を
誘
致
す
る
つ
も
り
で
い
ま

す
。
そ
の
時
に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
観
光
客
に
来
て

い
た
だ
く
と
な
り
ま
す
と
、
観
光
大
使
を
務
め

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
二
人
の
力
を
お
借
り
し

て
、
わ
れ
わ
れ
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
ご
協
力
賜
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

司
会
：
お
二
人
は
昨
年
4
月
に
特
命
観
光
大
使

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
お
気
持
ち

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
？
ま
た
、
観
光

大
使
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
泉
南
の
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
を
自
慢
し
た
い
で
す
か
？

KLU
TCH

：
観
光
大
使
の
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
っ

た
時
は
素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
僕
ら
が

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
が
よ
り
多
く
の
方
に
広
く

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
泉
南
市
は
海
と
山
に
囲
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
な
の
で
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
自
慢
し
た
い
で
す
。
時
々
友
人
た
ち
を

泉
南
に
招
き
ま
す
が
、
皆
い
い
と
こ
ろ
だ
ね
、

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
や
は
り
、
実
際
来
て
も

ら
っ
た
方
が
ま
ち
の
良
さ
が
わ
か
る
の
で
。
大

阪
市
内
か
ら
来
て
も
ら
う
時
、
樽
井
駅
で
降
り

る
と
「
こ
こ
は
無
人
駅
か
？
」
と
失
礼
な
こ
と

を
言
わ
れ
る
ん
で
す
が
、
同
じ
大
阪
府
内
で
40

分
も
電
車
に
乗
れ
ば
こ
ん
な
の
ど
か
な
場
所
に

来
ら
れ
る
ん
だ
よ
っ
て
声
を
大
に
し
て
言
い
た

い
。
大
阪
市
内
に
住
む
方
は
都
会
で
忙
し
い
こ

と
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ゆ
っ
く
り

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
大
切
で
す
か
ら
、

泉
南
市
に
は
、
ぜ
ひ
来
て
も
ら
い
た
い
。
僕

自
身
が
気
に
入
っ
て
い
る
の
が
海
で
す
。
実

家
の
そ
ば
に
海
が
あ
っ
た
の
で
、
中
学
、
高
校

時
代
は
よ
く
海
で
た
そ
が
れ
て
い
ま
し
た
。

D
J BO

O
BY

：
僕
は
観
光
大
使
に
就
任
す
る

と
決
ま
っ
て
、
も
っ
と
僕
ら
が
い
い
音
楽
を

作
っ
て
、
有
名
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。僕
ら
が
有
名
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

泉
南
市
も
一
緒
に
有
名
に
な
っ
て
い
く
と
思
う

の
で
。
そ
れ
が
、
観
光
大
使
の
一
番
の
役
割
か

な
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
。
僕
が
思
う
泉
南
の

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
と
期
待

〜
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
せ
ん
な
ん
」
〜

D
 J

E T
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自
慢
は
人
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は
友
人
が
泉
南

市
内
で
お
店
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
帰
っ
て
く

る
と
必
ず
寄
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
然
に
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
き
て
、
一
緒
に
遊
ん
で
い

ま
す
。
人
の
つ
な
が
り
が
自
慢
で
す
。
僕
は

K
LU

TCH
の
同
級
生
に
も
知
り
合
い
が
い
ま

す
。
少
年
野
球
や
祭
り
の
つ
な
が
り
な
ど
、
学

年
や
年
齢
が
違
っ
て
も
、
み
ん
な
仲
が
良
い
ん

で
す
。
泉
南
の
人
は
温
か
く
、
人
懐
っ
こ
い
感

じ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
懐
深
く
、
受
け

入
れ
て
く
れ
る
感
じ
で
す
。
居
心
地
が
い
い
か

ら
、
僕
は
泉
南
に
帰
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

新
た
な
特
産
品
へ
、
泉
南
ア
ナ
ゴ
の
挑
戦

司
会
：
さ
て
、
こ
こ
で
泉
南
の
特
産
品
を
ご
試

食
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
用
意
し
た

の
は
、「
泉
南
ア
ナ
ゴ
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
育
て
ら
れ
た
、
ア
ナ
ゴ
の
白
焼
き
と
か
ば
焼

き
で
す
。
白
焼
き
に
は
お
好
み
で
し
ょ
う
が
や

ワ
サ
ビ
、
き
ざ
み
ネ
ギ
、
し
ょ
う
ゆ
を
つ
け
て

お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

市
長
：
先
ほ
ど
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

泉
南
市
は
海
の
も
の
山
の
も
の
が
豊
富
に
取
れ

ま
す
。
ガ
ッ
チ
ョ
や
ア
ナ
ゴ
な
ど
、
昔
か
ら
よ

く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
野
部
で
は
水

ナ
ス
や
里
芋
、
玉
ネ
ギ
が
特
産
で
す
。
山
で
は

山
菜
が
採
れ
ま
す
し
、
お
い
し
い
も
の
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
現
在
こ
う
い
っ
た
地
域
に
根
付

い
た
食
文
化
、
特
産
品
を
売
り
に
出
そ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
は
ア
ナ
ゴ
は
10
年

前
か
ら
漁
獲
量
が
5
分
の
1
に
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
復
活
さ
せ
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と

で
、
小
さ
い
ア
ナ
ゴ
を
大
き
く
育
て
、
養
殖
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
大
マ
グ

ロ
で
有
名
な
近
畿
大
学
水
産
研
究
所
の
技
術
提

供
を
受
け
、
ア
ナ
ゴ
を
育
て
て
い
ま
す
。

一
同
：
い
だ
だ
き
ま
す
。

KLU
TCH

：
白
焼
き
か
ら
い
た
だ
き
ま
す
。

し
ょ
う
が
を
少
し
つ
け
て
…
う
ん
、
弾
力
が

あ
っ
て
、
非
常
に
お
い
し
い
で
す
！

D
J BO

O
BY

：
僕
は
か
ば
焼
き
を
い
た
だ
き

ま
す
。
う
ん
、お
い
し
い
で
す
！
脂
が
の
っ
て
、

肉
厚
で
。

KLU
TCH

：
ビ
ー

ル
や
焼
酎
な
ん
か
に

も
合
い
そ
う
で
す

ね
。
以
前
飲
ま
せ
て

も
ら
っ
た
里
芋
焼
酎

「
せ
ん
な
ん
」
が
合

う
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
？
子
ど
も
の
こ
ろ
は
泉
南
と
い
え

ば
玉
ネ
ギ
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
、

ま
さ
か
ア
ナ
ゴ
が
養
殖
さ
れ
る
な
ん
て
想
像
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

司
会
：
こ
れ
か
ら
全
国
で
こ
の
ア
ナ
ゴ
を
紹
介

し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
ん
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
ま
す
か
？

D
J BO

O
BY

：
こ
の
お
い
し
さ
を
、
ぜ
ひ
一

度
食
べ
て
く
だ
さ
い
！
と
言
い
た
い
で
す
ね
。

泉
州
は
名
物
が
多
い
の
で
す
が
、
僕
は
特
に
ア

ナ
ゴ
の
天
ぷ
ら
が
大
好
物
で
す
。
ア
ナ
ゴ
専
門

店
は
な
い
ん
で
す
か
？

市
長
：
専
門
店
は
な
い
ん
で
す
が
、
今
後
は
観

光
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
食
べ
た
い
、
と
言
わ
れ

る
と
思
う
の
で
、
市
内
の
飲
食
店
に
は
漁
港
か

ら
出
荷
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
ふ
る
さ

と
納
税
の
お
礼
の
品

に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
白
焼
き
や
か

ば
焼
き
を
真
空
パ
ッ

ク
に
し
て
、
全
国
に
届

け
た
い
で
す
。
今
日
召
し
上
が
っ
て
も
ら
っ
た

の
も
、
真
空
パ
ッ
ク
を
湯
煎
で
解
凍
し
た
も
の

で
す
。
風
味
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
ふ
っ
く
ら

と
お
い
し
い
で
す
よ
ね
。

D
J BO

O
BY

：
全
国
に
発
送
で
き
る
の
で
、
強

力
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
え
ば
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
に
僕
ら
の
グ
ッ
ズ

を
採
用
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
：
は
い
、ET-K

IN
G

さ
ん
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

や
タ
オ
ル
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ET-K

IN
G

さ

ん
の
人
気
に
あ
や
か
る
と
い
う
構
図
で
す
ね

︵
笑
︶
全
国
に
フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

ET-K
IN

G

さ
ん
を
通
じ
て
泉
南
市
を
知
る
方

も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

K
ク ラ ッ チ

LUTCH さん

市長竹
た け な か い さ と

中勇人

ディージェイ　    ブービー

D J   BOOBY さん
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司
会
：
さ
て
私
た
ち
が
い
る
、
こ
の
泉
南
中
学

校
の
教
室
、
久
し
ぶ
り
に
来
ら
れ
て
、
ど
う
感

じ
ら
れ
ま
す
か
、
ま
た
お
二
人
は
ど
の
よ
う
な

中
学
生
で
し
た
か
？

KLU
TCH

：
教
室
は
僕
ら
が
い
た
時
と
あ
ま

り
変
わ
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
と
い
う
よ
り
、

卒
業
し
て
随
分
た
ち
ま
す
が
き
れ
い
に
残
っ
て

い
て
感
心
し
ま
す
。
僕
の
中
学
生
時
代
は
友
人

と
一
緒
に
い
る
時
間
を
大
事
に
し
て
い
ま
し

た
。
本
当
に
よ
く
遊
ん
だ
。
同
級
生
と
バ
ン
ド

を
結
成
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
音

楽
を
聴
い
た
り
、
演
奏
し
た
り
す
る
の
が
好
き

で
し
た
。
当
時
は
た
だ
毎
日
が
楽
し
い
、
楽
し

い
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
ま
さ
か
仕
事
に
す

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
て

母
校
に
戻
る
と
、
当
時
の
自
分
が
考
え
て
い
た

こ
と
や
、
情
熱
や
、
い
ろ
い
ろ
思
い
出
し
ま
す
。

D
J BO

O
BY

：
僕
は
あ
ま
り
勉
強
は
好
き
じ
ゃ

な
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
僕
も
音
楽
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
バ
ン
ド
を
組
ん
で
文
化
祭
で
発
表
し

ま
し
た
。
当
時
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
下
手
で
、
恥

ず
か
し
か
っ
た
な
。

司
会
：
お
二
人
は
普
段
か
ら
言
葉
の
力
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
お
伺
い
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
お
二
人
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

KLU
TCH

：
社
会
に
出
た
と
き
に
気
づ
い
た

の
で
す
が
、
中
学
校
の
友
人
は
３
年
間
過
ご
す

だ
け
で
も
、一
生
続
く
友
人
に
な
る
ん
で
す
よ
。

そ
の
時
は
が
む
し
ゃ
ら
で
毎
日
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
て
も
、
振
り
返
る
と
思
い
出
と

し
て
ち
ゃ
ん
と
残
っ
て
い
る
。
先
生
に
あ
の
時

こ
う
言
わ
れ
た
な
、
と
か
、
友
人
と
あ
ん
な
こ

と
話
し
た
な
、
と
か
。
だ
か
ら
無
駄
な
一
日
な

ん
て
な
い
。
一
生
懸
命
、
大
切
に
生
き
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

D
J BO

O
BY

：
僕
も
中
学
生
時
代
の
友
人
と

は
今
も
続
い
て
い
て
、
泉
南
に
戻
る
と
よ
く
遊

ん
で
い
ま
す
。
友
人
を
大
切
に
し
て
、
自
分
自

身
も
大
切
に
し
て
、
毎
日
を
宝
物
に
し
て
く
だ

さ
い
。
中
学
生
時
代
の
友
人
は
一
番
恋
し
く
な

る
存
在
で
す
。

KLU
TCH

：ET-K
IN

G

の
曲
に
、「
新
恋
愛
」

と
い
う
ラ
ブ
ソ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
相
手

に
何
回
で
も
恋
で
き
る
、
と
い
う
歌
で
す
。
僕

自
身
泉
南
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
人
に
な
っ
て

一
度
外
へ
出
る
と
ま
た
良
さ
が
わ
か
る
こ
と
も

多
い
で
す
。
毎
日
過
ご
し
て
い
る
と
気
づ
か
な

い
こ
と
も
多
い
で
す
が
…
。
離
れ
て
み
て
気
づ

く
魅
力
も
、
も
っ
と
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
。

だ
か
ら
外
に
出
て
泉
南
市
の
こ
と
を
見
つ
め
直

す
の
も
い
い
機
会
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
世
界
を
見
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
が
ま

た
わ
か
る
。

す
べ
て
の
人
間
関
係
が
社
会
勉
強

チ
ャ
ン
ス
も
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

D
J BO

O
BY

：
僕
は
、
祭
り
が
好
き
な
ん
で

す
。
や
ぐ
ら
も
ず
っ
と
ひ
い
て
ま
し
た
。
楽
し

い
反
面
、
先
輩
の
言
う
こ
と
は
絶
対
、
と
い
う

厳
し
い
縦
社
会
を
経
験
し
ま
し
た
。
部
活
で
も

な
く
、
会
社
で
も
な
く
、
け
ど
「
ま
わ
せ
」
を

か
っ
こ
よ
く
、
と
い
う
目
標
の
た
め
に
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
。
そ
う
そ
う
、
僕
がET-K

IN
G

に
入
っ
た
の
は
祭
り
の
寄
り
合
い
が
き
っ
か
け

で
す
。
た
ま
た
ま
レ
コ
ー
ド
の
袋
を
持
っ
て
参

加
し
た
ら
、
先
輩
のK

LU
TCH

に
声
を
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｊ
と
し
て
メ
ン
バ
ー
入
り
し

た
の
も
、
泉
南
市
で
の
出
来
事
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。今
も
時
々
祭
り
の
と
き
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

祭
り
に
関
す
る
い
ろ
ん
な
思
い
出
も
、
泉
南
市

と
僕
の
大
切
な
つ
な
が
り
で
す
。

市
長
：
お
二
人
と
も
こ
の
泉
南
中
学
校
の
Ｏ
Ｂ

だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
は
私
も
48
年
前
に

こ
こ
を
卒
業
し
ま
し
た
。
お
二
人
も
言
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
私
も
地
元
の
友
人
関
係
を
思
い

出
す
と
、
中
学
生
時
代
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
同
級
生
が
400
名
ほ
ど
い
る
の
で
す
が
、

今
も
6
割
ぐ
ら
い
は
泉
南
市
に
住
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
仲
間
と
は
大
人
に
な
っ
て
も
温
か
い

交
流
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
学
校
は
古
い
と
こ
ろ
で
は
昭
和
30
年

代
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
60
年
近
く
た
つ

の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
建
て
替
え
な
い
と
い
け
な
い

時
期
に
き
て
い
ま
す
。
ご
覧
の
と
お
り
、
大
変

古
い
状
態
で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環

境
に
も
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
。
教
育
委
員
会

で
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
し
て
、
今
年
設

計
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。で
き
れ
ば
平
成
30
年
、

31
年
に
は
新
し
い
校
舎
を
完
成
さ
せ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

な
教
育
環
境
に
す
る
の
か
、
ま
た
小
中
一
貫
校

な
ど
新
た
な
教
育
環
境
に
挑
戦
す
る
の
か
、
教

育
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
お

二
人
の
母
校
が
生
ま
れ
変
わ
る
の
は
さ
び
し
い

部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。
取
り
壊

す
前
に
は
、
ま
た
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

D
J BO

O
BY

：
建
て
替
え
る
こ
と
は
、
い
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
建
て
替
え
て
も
、
思
い

出
は
消
え
ま
せ
ん
。

泉
南
市
に
誇
り
を
持
つ
た
め
に
は

地
元
の
仕
事
を
見
つ
め
な
お
し
て

司
会
：
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
泉
南
市

に
誇
り
を
持
つ
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と

考
え
ま
す
か
？

KLU
TCH

：
泉
南
市
は
都
心
に
比
べ
る
と
漁

師
や
農
家
が
多
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
自
分
の
両
親
が
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
そ

う
い
っ
た
仕
事
を
理
解
し
尊
重
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
職
業
訓
練
と
か
体
験
と
か
い
う
機
会

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
地
場
産
業
を
ど
ん
ど
ん

発
展
さ
せ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
地
元

に
残
っ
て
、
地
元
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
が
増

え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ

は
漠
然
と
親
が
働
い
て
る
な
、
と
し
か
思
っ
て

な
か
っ
た
の
で
す
が
。生
活
す
る
と
い
う
こ
と
、

子
育
て
を
す
る
こ
と
の
大
変
な
と
こ
ろ
を
見
つ

め
な
い
と
親
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
も
持
て
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な
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
見
学
を
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
泉
南
市
は
第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い

る
方
が
今
も
一
番
多
い
で
す
。
で
す
の
で
第
一

次
産
業
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
農
業
は
昔
は
体
を
使
っ
て
力
を
使
っ

て
の
大
変
な
作
業
が
中
心
で
し
た
が
、
近
年
、

楽
に
作
業
で
き
る
砂
栽
培
を
市
の
事
業
と
し
て

始
め
て
い
ま
す
。
砂
栽
培
は
腰
を
か
が
め
ず
に

作
業
が
で
き
、
し
か
も
年
に
何
度
も
収
穫
が
可

能
で
す
。
経
済
的
に
も
余
裕
が
生
ま
れ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
産
業
に
改
革
し
、
泉

南
市
民
の
暮
ら
し
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

D
J BO

O
BY

：
僕
は
も
っ
と
商
店
街
が
に
ぎ

わ
う
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
今

は
少
し
さ
び
し
い
雰
囲
気
な
の
で
。
ま
た
、
子

ど
も
の
数
が
減
っ
て
い
る
の
で
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
で
す
が
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
増

え
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
観
光
大
使
を
し
て
い
る
お
立
場
か
ら

「
も
っ
と
人
を
集
め
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
提

案
が
あ
る
か
と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
場

産
業
や
商
店
街
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
に
根
付

い
た
部
分
に
つ
い
て
ご
提
案
を
い
た
だ
け
て
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

地
場
産
業
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く

か
と
考
え
た
と
き
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
の
力

を
借
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
泉
南
へ
観
光

に
来
て
、た
く
さ
ん
買
い
物
を
し
て
い
た
だ
く
、

そ
う
や
っ
て
経
済
を
回
し
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
お
土
産
を
扱
う
商

店
街
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
集
客
要
素
を
持
て
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
や
は
り
観

光
大
使
の
お
二
人
の
お
力
添
え
が
必
要
で
す
。

全
国
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
泉
南
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
今
泉
南
市
に
住
ま
れ

て
い
る
方
々
に
は
、
先
ほ
どD

J B
O

O
B

Y

さ

ん
が
言
わ
れ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
例
え

ば
、
今
後
は
同
級
生
な
ど
横
の
つ
な
が
り
だ
け

で
は
な
く
、
上
下
の
縦
の
つ
な
が
り
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
温
か
い
交
流
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
場
産
業
、
観
光
、
人
を
つ
な
げ
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

司
会
：
観
光
地
と
し
て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
、
ま

た
市
民
の
交
流
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

市
長
：
私
の
思
う
泉
南
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

は
「
海
」
で
す
。
泉
南
市
を
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
中
心
地
に
し
た
い
。
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
と
い
う

海
水
浴
場
が
あ
り
な
が
ら
、
マ
ー
ブ
ル
ビ
ー
チ

側
は
府
の
所
有
地
で
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
、
民
間
の
力
を
お
借
り
し
、
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
変
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
ホ
テ
ル
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
の
誘
致
で
す
。
公
園
も
整
備
し
て
、
そ

こ
に
花
を
植
え
て
皆
さ
ん
が
集
ま
れ
る
よ
う

な
、
海
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
泉
南
の
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
に
は

商
業
施
設
も
多
い
の
で
皆
で
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
関
係
を
結
べ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

KLU
TCH

：
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
僕
ら
も
日

本
全
国
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
行
っ
た
中
で
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
有
名
な
ま
ち
に
も
行
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
市
の
観
光
と
ス
ポ
ー
ツ
を
う

ま
く
結
び
付
け
て
い
る
ま
ち
も
あ
り
ま
す
よ
。

僕
ら
か
ら
も
何
か
提
案
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
昨
年
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
で
の
音
楽
イ
ベ
ン

ト
にET-K

IN
G

も
出
演
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
が
、
と
て
も
環
境
が
良
か
っ
た
。
す
ご
く

盛
り
上
が
っ
た
し
、
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
に
身

近
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
の
は
い
い
で
す
ね
。

市
長
：
泉
南
市
で
は
夏
に
毎
年
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ

ス
タ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
夕

陽
を
眺
め
な
が
ら
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
来
て
く
だ
さ
い
。

D
J BO

O
BY

：
僕
ら
も
協
力
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
と
も
協
力
し
た
い
気
持
ち
で
す
。

司
会
：
最
後
にET-K

IN
G

の
活
動
や
、
今
年

の
目
標
等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

KLU
TCH

：
大
阪
か
ら
音
楽
を
日
本
全
国
へ
、

世
界
へ
発
信
し
て
き
た
い
と
メ
ン
バ
ー
と
も
話

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
阪
に
は
泉
南
市
と
い

う
面
白
い
ま
ち
も
あ
る
よ
と
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
。
曲
の
中
で
そ
う
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
今
後
も
精
進
し
て

音
楽
活
動
し
ま
す
。

D
J BO

O
BY

：
今
年
も
た
く
さ
ん
ラ
イ
ブ
を

し
て
、
日
本
全
国
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
っ
て
、

い
い
音
楽
を
作
っ
て
、
何
か
泉
南
市
で
フ
ェ
ス

が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
今
日
は
遠
い
と
こ
ろ
お
越
し
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ET-K

IN
G

さ

ん
の
ま
す
ま
す
の
活
動
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
泉
南
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
わ
れ
わ
れ

も
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
、
自

慢
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

一
同
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.lg.jp/
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生
活
困
窮
者
出
張
相
談

【
と
き
】
①
1
月
12
日
㈭
②
26
日
㈭

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
12
時

【
と
こ
ろ
】
①
市
役
所
１
階
市
民
相
談

室
②
新
家
公
民
館

【
相
談
内
容
】
生
活
、
仕
事
、
お
金
等

【
問
合
せ
】
一
般
社
団
法
人
泉
南
市

人
権
協
会
こ
こ
サ
ポ
泉
南

（
☎
０
１
２
０
・
９
６
８
・
１
４
１
）

重
度
障
害
者
訪
問
看
護
利
用
料

助
成
事
業
を
拡
充
し
ま
す

　

1
月
利
用
分
か
ら
の
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
料
の
、
1
事
業
所

当
た
り
の
自
己
負
担
額
を
1
割
か

ら
、
1
日
に
つ
き
500
円
に
軽
減
し
ま

す
。
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
へ
。

【
問
合
せ
】
障
害
福
祉
課

（
☎
483
・
8
　

2
　

5
　

2
）

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

誰
で
も
優
し
く
椅
子
に
座
り
な
が

ら
全
身
運
動
が
で
き
る
ジ
ャ
イ
ロ
キ

ネ
シ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
と
き
】
1
月
30
日
㈪
午
後
１
時
～

2
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１
階
日

常
生
活
訓
練
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
方
お

よ
び
そ
の
介
護
者
、
家
族

【
講
師
】
相あ

い
か
わ川
幸さ
ち
こ子
さ
ん
（
ジ
ャ
イ

ロ
キ
ネ
シ
ス
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー
）

【
定
員
】
15
名
程
度

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
窓
口
か
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
年
齢
、
障
害
者
手
帳
の

障
害
名
を
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
「
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
係
（
☎
485
・

０
７
０
７
／
FAX
　

485
・
０
９
０
９
／
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
へ
。
1

月
16
日
㈪
締
切

★
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
482
・
７
６
１
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
く
ら
し
・
手
続
き
→
健
康
・
医
療

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

血
管
元
気
で
ハ
ッ
ピ
ー
♡
講
座

　

血
管
の
中
か
ら
老
化
は
進
ん
で
い

ま
す
。
今
す
ぐ
始
め
ら
れ
る
血
管
が

若
返
る
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

血
管
年
齢
・
脳
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

【
と
き
・
内
容
】
左
表
の
と
お
り

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
40
歳
以
上
の
市
民

【
講
師
】
①
塩し

お
た
に谷
一い
っ
せ
い成さ
ん
（
イ
ッ
セ

イ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
②
生い
こ
ま駒

真し
ん
や也
さ
ん
（
野
上
病
院
医
師
）
③

松ま
つ
し
た下
裕ひ
ろ
こ子
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）

【
定
員
】
30
名
（
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
】
1
月
16
日
㈪
以
降
に
窓
口

か
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保

険
年
金
課
（
☎
483
・
３
４
３
３
）
へ

１イ
チ
ニ
イ
チ
ニ

２
１
２
せ
ん
な
ん
歩
くD

で
ぇ
～

AY

　

健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
道み
ち
く
さ
か
い

草
会
」
と
、
市
の
歴
史
を
感

じ
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
歩

い
た
後
は
、
豚
汁
の
提
供
が
あ
り
ま

す
。

【
と
き
】
2
月
9
日
㈭
午
前
8
時
45

分
受
付
～
午
後
１
時
終
了
（
予
定
）

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】
本
市
在
住
で
、
4.5
　

km
歩
け

る
方

【
内
容
】
市
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健

康
づ
く
り
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
簡
易

体
力
測
定

【
定
員
】
50
名
（
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
携
行
品
】
飲
み
物
、
お
に
ぎ
り
、

タ
オ
ル
、
運
動
で
き
る
服
装
（
雨
天

の
場
合
は
雨
具
）、
希
望
者
の
み
自

宅
の
味
噌
汁
の
汁
少
量
（
塩
分
濃
度

測
定
が
で
き
ま
す
）

【
申
込
み
】

窓
口
か
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー

へ
　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

2
●
福
祉 1

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎月第 1 ～ 4
金曜日
13 時 30 分～
14 時 30 分 保健

センター
40 歳
以上の
市民

健康に疑問や不安がありまし
たら、いつでもお気軽にご相
談ください。ただし、医師へ
の相談は予約が必要です。

栄養
相談

毎月第１～ 3
金曜日
13 時～ 14 時 30 分

栄養士が個人のライフワーク
に応じた栄養に関する相談に
応じます。ただし、事前に予
約が必要です。

こころの
健康相談

月～金曜日
9 時～ 17 時 45 分

（閉庁日は除く）
泉佐野保健所

（☎ 462-4600）
アルコール依存症・認知症を
含む。事前予約が必要。無料。

医療に関
する相談

月～金曜日　
9 時～ 16 時

（閉庁日は除く）
泉佐野保健所

（☎ 462-7701）
医療に関して相談・アドバイ
スを行っています。無料。

肝炎ウイ
ルス検査

第 1 水曜日
9 時 30 分～ 10 時

（閉庁日は除く）
泉佐野保健所

（☎ 462-7703） 事前予約が必要。

HIV 即日
検査

第 1・3 月曜日
13 時～ 14 時

（閉庁日は除く）
泉佐野保健所

（☎ 462-7703） 匿名可。無料。

風しん
抗体検査

第 1・3 月曜日
10 時～ 11 時

（閉庁日は除く）
泉佐野保健所

（☎ 462-7703） 事前予約が必要。無料。

献血

① 1 月 10 日㈫
② 30 日㈪
③ 2 月 8 日㈬
 10 時～ 12 時    
 13 時～ 16 時 30 分

①②イオン
モールりん
くう泉南
③泉南市役所

 大阪府内の当日と翌日の献血場所は
フリー ダイヤル 0120-326-759 でご
案内しています。問合せは泉南市献
血推進協議会（☎ 482-7615）

●
健
康

①臨時福祉給付金②障害・遺族基礎年金受給者
向け給付金の申請まもなく終了です！

【受付期間】2 月 1 日㈬（平日午前 9 時～午

後 5 時 30 分）まで

【その他】詳しくは広報せんなん 9 月号をご

覧ください

【問合せ】生活福祉課臨時福祉給付金担当

（☎ 447-5592）

①2/6 ㈪午後 1時 30 分

②2/13 ㈪午後 1時 30 分

③2/20 ㈪午後 1時 30 分

①②は管理栄養士による講義あり

・循環器疾患について
・食生活改善でハッピー♡

・慢性腎臓病について
・食生活改善でハッピー♡♡

・身体を動かしてハッピー☆
❷
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.lg.jp/

食
品
表
示
説
明
会

【
と
き
・
と
こ
ろ
】
①
2
月
21
日
㈫

た
じ
り
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
②
23
日
㈭

岸
和
田
市
立
浪
切
ホ
ー
ル
（
岸
和
田

市
港
緑
町
1
・
1
）

▽
い
ず
れ
も
午
前
の
部
は
午
前
10
時
30

分
か
ら
、
午
後
の
部
は
午
後
1
時
30
分

か
ら

【
対
象
】
泉
州
地
域
（
堺
市
を
除
く
）

に
事
業
所
の
あ
る
食
品
関
連
事
業
者

【
内
容
】
午
前
の
部
「
生
鮮
食
品
の

表
示
」、
午
後
の
部
「
加
工
食
品
の

表
示
」
▽
①
②
い
ず
れ
も
内
容
は
同
じ

【
定
員
】
各
回
100
名

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
】
泉
佐
野
保
健
所
食
品
衛

生
課
設
置
の
申
込
書
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
FAX

　

06
・
6
９
1
　

0
・
8
　

0
　

0
　

5
）
ま
た

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
申
請
画
面
か
ら

泉
佐
野
保
健
所
へ
。
2
月
13
日
㈪
締
切

【
詳
細
サ
イ
ト
】
泉
佐
野
保
健
所

http://w
w

w
.pref.osaka.lg.jp/

izum
isanohoken/topitukusu/

index.htm
l

【
問
合
せ
】
泉
佐
野
保
健
所
食
品
衛

生
課
（
☎
464
・
9
６
8
　

8
）

統
合
失
調
症
家
族
教
室

【
と
き
・
内
容
・
講
師
】
①
１
月
25

日
㈬
講
義
「
統
合
失
調
症
の
理
解
と

対
応
」
南

み
な
み
が
わ川
博ひ
ろ
ひ
こ彦
さ
ん
（
楓
こ
こ

ろ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
、精
神
科
医
）

②
２
月
10
日
㈮
講
義
「
生
活
の
し
づ

ら
さ
を
知
り
、
本
人
へ
の
関
わ
り
方

を
知
ろ
う
」
長な

が
さ
き崎
敏と
し
か
ず和
さ
ん
（
稲
垣

診
療
所
、
精
神
保
健
福
祉
士
）、
講

義
「
当
事
者
の
思
い
と
家
族
に
期
待

す
る
こ
と
」
統
合
失
調
症
当
事
者

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】
泉
佐
野
保
健
所
（
泉
佐

野
市
上
瓦
屋
583
・
１
）

【
対
象
】
統
合
失
調
症
患
者
の
家
族

（
原
則
２
回
と
も
参
加
で
き
る
方
）

【
定
員
】
20
名
（
申
込
順
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
1
月
5
日
㈭

か
ら
泉
佐
野
保
健
所
精
神
保
健
福
祉

チ
ー
ム
へ
（
☎
464
・
9
６
8
　

8
）

★
問
合
せ　

保
険
年
金
課

（
☎
483
・
３
４
３
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
く
ら
し
・
手
続
き
→
健
康
・
医
療

年
金
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の

特
別
徴
収 

　

国
の
制
度
改
革
に
伴
い
、
市
で
は

世
帯
主
の
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険

税
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
特
別
徴
収

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
75

歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
方
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
次
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
原
則
、
特

別
徴
収
の
対
象
世
帯
と
な
り
ま
す
。

【
要
件
】
①
世
帯
主
が
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
収
入
が
あ
る
場
合
（
た

だ
し
、
複
数
の
年
金
受
給
が
あ
る
場

合
は
、
優
先
順
位
の
高
い
年
金
種
類

の
み
が
特
別
徴
収
の
対
象
） 

②
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
、
年
金
支
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い
場
合 

【
特
別
徴
収
世
帯
で
保
険
税
額
に
増

減
が
生
じ
た
場
合
】
▽
保
険
税
が
増

額
に
な
っ
た
場
合
は
、
基
本
的
に
増

え
た
分
の
み
普
通
徴
収
（
納
付
書
・

集
金
・
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
）

で
納
付
、
増
額
前
の
税
額
分
は
、
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
継
続
し
ま
す 

▽
保
険
税
が
減
額
に
な
っ
た
場
合

は
、
残
り
の
期
別
納
付
税
額
分
は
全

額
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す

【
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ
の
切

替
え
】
保
険
年
金
課
へ
の
申
請
に
よ

り
お
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変

更
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
税
の

納
付
状
況
に
よ
り
、
変
更
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
現
在
口

座
振
替
を
ご
利
用
の
方
も
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
の
中
止
を
希
望
す
る
場

合
は
、
申
請
が
必
要
で
す 

【
注
意
】
口
座
振
替
へ
の
切
替
え
申
請

後
、
す
ぐ
に
は
年
金
か
ら
の
お
支
払

い
を
中
止
で
き
ま
せ
ん
。
平
成
28
年

度
中
に
お
支
払
方
法
が
変
更
に
な
る

場
合
や
、
平
成
28
年
度
の
保
険
税
の

お
支
払
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
随
時

決
定
通
知
書
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
保
に
加
入
の
70
歳
を
迎
え
る
方

　

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、

誕
生
日
の
翌
月
の
１
日
か
ら
、
高
齢

受
給
者
と
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は

誕
生
月
か
ら
）。
誕
生
月
（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
、
誕
生
日
の
前
月
）
の

下
旬
に
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

保
険
料
は
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す 

　

平
成
28
年
１
月
～
12
月
に
支
払
っ

た
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成
28
年
分

所
得
税
の
確
定
申
告
や
、
平
成
29
年

度
市
・
府
民
税
申
告
の
際
に
合
計
金

額
を
記
入
す
る
だ
け
で
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
納

付
済
額
を
証
明
す
る
領
収
書
等
の
添

付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
下
旬
に
、
国
民
健
康
保
険
税

領
収
済
額
の
お
知
ら
せ
か
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
納
付
額
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考

に
忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当　
　
（
☎
483
・
３
４
３
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
担
当

（
☎
483
・
３
４
５
５
）

特
定
健
診
（
集
団
健
診
）
を
実
施

　

本
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
特
定
健
康
診
査
受
診
対
象
の

方
に
、
今
年
度
最
後
の
集
団
健
診
を

実
施
し
ま
す
。今
年
度
よ
り
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
検
診
も
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。

【
と
き
】
2
月
7
日
㈫
午
前
9
時
～

11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】
120
名
（
申
込
順
）、
胃
が
ん

検
診
は
60
名

【
費
用
】
無
料
（
前
立
腺
が
ん
検
診

の
み
1
　

5
　

0
　

0
円
）

【
そ
の
他
】
肺
が
ん
検
診
、
前
立
腺

が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
も

同
時
実
施　

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
窓
口
か
電
話

で
保
険
年
金
課
へ（☎

483
・
３
４
３
３
）

●
健
康
保
険

上記の広告に関するお問合せは、合同会社　IM 総合企画へ（☎ 072-242-7997）　

広告掲載枠です

詳しくは今月号の

広報せんなんをご覧ください。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
」

　
　

　

こ
の
制
度
は
、
各
医
療
保
険
に
お

け
る
世
帯
内
で
、
平
成
27
年
８
月
１

日
～
平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
（
た

だ
し
、
計
算
期
間
中
に
死
亡
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
生
活
保
護
受
給
と
な
ら

れ
た
方
は
資
格
喪
失
日
の
前
日
ま

で
）
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
所

得
区
分
に
応
じ
た
基
準
額
を
超
え
た

場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。
支
給
の
対
象
と
な

る
被
保
険
者
の
方
に
、
１
月
下
旬
に

お
知
ら
せ
と
支
給
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。

【
注
意
】
▽
医
療
費
用
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
い
ず
れ
か
が
０
円
の
場

合
は
対
象
外
▽
支
給
額
（
超
過
額
）

が
500
円
以
下
の
場
合
は
対
象
外
▽
平

成
27
年
８
月
1
日
～
平
成
28
年
７
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
都
道
府
県
を
越

え
る
転
居
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、勧
奨
通
知
の
対
象
で
な
く
て
も
、

申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
給
付
課

　
（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

担
当　
　
　
　
（
☎
483
・
３
４
５
５
）

介
護
保
険
料
領
収
済
額
の

お
知
ら
せ
送
付

　

平
成
28
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日

ま
で
に
お
支
払
い
の
介
護
保
険
料
額

を
1
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

確
定
申
告
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
特
別
徴
収
の
う

ち
、
障
害
・
遺
族
・
寡
婦
年
金
か
ら

の
天
引
き
お
よ
び
普
通
徴
収
に
て
納

め
て
い
た
だ
い
た
方
に
送
付
し
ま
す
。

★
特
別
徴
収
の
う
ち
老
齢
・
退
職
年

金
か
ら
の
天
引
き
分
に
つ
い
て
は
、

年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
長
寿
社
会
推
進
課

（
☎
483
・
8
　

2
５
1
）

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

 　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年

金
等
老
齢
（
退
職
）
を
事
由
と
す
る

公
的
年
金
は
、
税
法
上
、
雑
所
得
と

し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
老
齢
年
金
の
額
が

108
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の
方
は

158
万
円
以
上
）
の
方
に
つ
い
て
は
、

所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構
で

は
、
平
成
28
年
１
月
～
12
月
に
老
齢

年
金
を
受
取
ら
れ
て
い
る
方
に
１
月

ま
で
に
源
泉
徴
収
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
税
務
署
で

年
金
以
外
に
給
与
収
入
が
あ
り
確
定

申
告
を
す
る
と
き
や
、
源
泉
徴
収
の

還
付
を
受
け
る
と
き
に
添
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
に
つ
い
て
は
非
課
税
で
す
の

で
源
泉
徴
収
票
の
送
付
は
あ
り
ま
せ

ん
）

【
問
合
せ
】
貝
塚
年
金
事
務
所

（
☎
431
・
１
１
２
２
）

★
問
合
せ　

税
務
課
課
税
係
市
民
税

担
当　
　
　
　
（
☎
483
・
９
０
３
1
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
く
ら
し
・
手
続
→
税
金  　

小
型
特
殊
自
動
車
は
申
告
を 

　

産
業
・
建
設
用
車
両
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
等
）

や
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
用
車

両
（
コ
ン
バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
え
機
等
）
の
小
型
特
殊
自
動
車

で
次
の
区
分
に
該
当
す
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
車
名
、
車
台
番
号
、
年
式
、
総

排
気
量
の
わ
か
る
証
明
書
（
販
売
証

明
書
等
）
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
税

務
課
の
窓
口
で
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
販
売
証
明
書
等
の
証
明
書
が
な

い
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

【
農
耕
作
業
用
自
動
車
】
長
さ
・
幅
・

高
さ
制
限
な
し
、
最
高
速
度
：
時
速

35
㎞
未
満 

【
農
耕
作
業
用
以
外
の
特
殊
自
動
車
】

長
さ
4.7
ｍ
以

下
、
幅
1.7
ｍ

以
下
、
高
さ

2.8
ｍ
以
下
、

最
高
速
度
：

時
速
15
㎞
以

下

原
動
機
付
自
転
車
の

盗
難
・
紛
失
は
届
出
を

　

原
動
機
付
自
転
車
を
盗
難
・
紛
失

さ
れ
た
方
は
、
警
察
へ
の
被
害
届
と

同
時
に
税
務
課
へ
の
廃
車
届
が
必
要

で
す
。
警
察
か
ら
市
役
所
へ
通
知
は

無
く
、
廃
車
届
を
し
な
け
れ
ば
、
引

続
き
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
税
金

◆国外居住親族に係る書類添付等の義務化
　所得税の確定申告や個人住民税の申告において、国外居住親族（16
歳未満の扶養親族を含む）に係る扶養控除・配偶者控除・配偶者特別
控除・障害者控除の適用には、「親族関係書類」および「送金関係書類」
の添付、または提示が必要です。（扶養控除等申告書に、「親族関係書類」
および「送金関係書類」を添付、または提示している場合を除く）16
歳未満の扶養親族を有する方で、個人住民税の非課税限度額制度（人
的非課税制度）の適用を受ける方も含みます。

【問合せ】税務課課税係（☎ 483-9031)

◆給与所得控除上限額の引下げ

平成29年度から適用される市・府民税の主な改正点

●
健
康
保
険

●
介
護
保
険

●
国
民
年
金

上限額が適用される
           給与収入 1,500 万円

245 万円 230 万円

1,200 万円

現行（※1）

（※1）住民税：平成 26 ～ 28 年度、所得税：平成 25 ～ 27 年分
（※2）住民税：平成 29 年度、所得税：平成 28 年分

改正後（※2）

給与所得控除
上限額
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.lg.jp/

★
問
合
せ　

税
務
課
課
税
係
固
定
資

産
担
当　
　
　
（
☎
483
・
９
０
３
２
）

償
却
資
産
（
未
申
告
）
の

実
地
調
査
を
行
い
ま
す

　

償
却
資
産
の
未
申
告
者
の
解
消
を

図
る
た
め
、
国
税
資
料
を
参
考
に
随

時
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

調
査
対
象
者
に
は
あ
ら
か
じ
め
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
用
意
し
て
い
た
だ
く
書
類
】
▽
直

近
の
決
算
書
・
確
定
申
告
書
▽
減
価

償
却
明
細
書
・
固
定
資
産
台
帳
▽
リ
ー

ス
契
約
書
や
工
事
見
積
書
等

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て 

　

市
内
で
事
業
を
営
む
方
は
、
所
有

す
る
事
業
用
資
産
を
１
月
末
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
昨
年

１
月
２
日
以
降
に
資
産
の
入
替
え
や

廃
業
、
個
人
か
ら
法
人
へ
の
資
産
の

異
動
が
あ
れ
ば
、
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

【
提
出
期
限
】
1
月
31
日
㈫

固
定
資
産
の

異
動
申
告
を
お
忘
れ
な
く 

　　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
資
産
の
内
容
（
利

用
状
況
等
）
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
必
ず
申
告
や
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
登
記
が
済
ん
で

い
る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
土
地
の
異
動
】
土
地
は
、
そ
の
利

用
状
況
に
よ
り
税
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
利
用
状
況
（
農
地
・
山
林
・

宅
地
等
）
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い

【
家
屋
の
異
動
】家
屋
を
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

　

市
・
府
民
税
（
第
４
期
分
）
の
納

期
限
は
1
月
31
日
㈫
で
す
。
お
近
く

の
金
融
機
関
か
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
付
に
は
、
安
心
・
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
税
務
課
収
納
係

（
☎
483
・
９
０
３
３
）

平
成
　
年
分
の
確
定
申
告

　

税
務
署
の
申
告
会
場
開
設
日
は
、

2
月
16
日
㈭
～
3
月
15
日
㈬
の
平
日

で
、
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

▼
外
部
還
付
申
告
会
場

【
と
き
】
2
月
8
日
㈬
～
14
日
㈫
の

平
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時
（
午
後

0
時
～
1
時
を
除
く
）

【
と
こ
ろ
】
た
じ
り
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

4
階
会
議
室

【
そ
の
他
】
駐
車
場
が
狭
く
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
泉
佐
野
税
務
署

（
☎
462
・
3
　

4
　

7
　

1
）

不
動
産
の
譲
渡
所
得
の

確
定
申
告
無
料
相
談
会

　

平
成
28
年
中
に
不
動
産
売
却
を
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
税
理
士
が
譲
渡
所

得
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
相
談
を
行

い
ま
す
。

【
と
き
】
1
月
23
日
㈪
～
25
日
㈬
午

後
1
時
～
4
時

【
と
こ
ろ
】
泉
佐
野
納
税
協
会
3
階

（
泉
佐
野
市
日
根
野
3
　

6
　

8
　

3
・
3
）

【
持
ち
物
】
譲
渡
価
格
が
分
か
る
書

類
（
売
買
契
約
書
等
）、
資
産
の
買

入
価
格
や
時
期
の
分
か
る
書
類
、
譲

渡
費
用
が
分
か
る
書
類
（
仲
介
手
数

料
の
領
収
書
等
）、
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
や
地
震
保

険
料
お
よ
び
社
会
保
険
料
の
支
払
い

を
証
す
る
書
類
、
そ
の
他
参
考
書
類

【
問
合
せ
】
泉
佐
野
納
税
協
会

（
☎
462
・
0
　

6
　

3
　

4
）

平
成　

年
分
確
定
申
告

事
前
年
金
等
申
告
会
場
の
ご
案
内

　

税
理
士
が
給
与
所
得
者
の
方
や
年

金
受
給
者
の
方
の
還
付
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
。

【
と
き
】
2
月
1
日
㈬
～
3
日
㈮
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
午
後
0
時
～

１
時
を
除
く
。
受
付
は
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分
）
混
雑
状
況
に

応
じ
て
早
め
に
受
付
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

【
と
こ
ろ
】
本
市
水
道
庁
舎
３
階

【
持
ち
物
】
前
年
分
申
告
書
の
控
え
、

源
泉
徴
収
票
、
所
得
控
除
に
係
る
各

種
証
明
書
等
、
確
定
申
告
の
作
成
に

必
要
な
書
類
や
印
鑑

【
そ
の
他
】
会
場
で
は
書
面
に
よ
る

申
告
書
等
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

水
道
庁
舎
の
駐
車
場
は
利
用
不
可
。

市
役
所
本
庁
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】
税
務
課
課
税
係
市
民
税

担
当
（
☎
483
・
9
　

0
　

3
　

1
）

★
問
合
せ　

清
掃
課

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
く
ら
し
・
手
続
き
→
ご
み

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
補
助
金
を
交
付

【
補
助
金
額
】　

機
器
購
入
価
格
（
消

費
税
を
含
む
）
の
2
分
の
1
以
内
に

相
当
す
る
金
額
と
し
2
万
円
を
限
度

と
し
ま
す（
1
千
円
未
満
は
切
捨
て
）

【
対
象
】
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
家
庭

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
に
設

置
で
き
る
家
庭
、
②
自
己
の
責
任
で

処
理
機
器
を
適
切
に
管
理
し
、
継
続

的
に
使
用
で
き
る
家
庭
、
③
機
器
を

そ
の
用
法
に
従
い
使
用
、
適
切
な
管

理
を
行
う
家
庭

　

た
だ
し
、
生
ご
み
等
を
単
に
粉
砕

し
、
水
路
ま
た
は
下
水
道
管
等
に
排

出
す
る
機
器
お
よ
び
焼
却
を
目
的
と

す
る
機
器
は
補
助
金
対
象
外

【
補
助
金
の
交
付
申
請
】
清
掃
課
設

置
の
生
ご
み
減
量
化
等
処
理
機
器
購

入
補
助
金
交
付
申
請
書
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
添
付
書

類
❶
機
器
の
領
収
書
（
機
器
の
名
称

お
よ
び
購
入
者
の
住
所
、
氏
名
記
載

の
も
の
）
❷
機
器
の
保
証
書
❸
機
器

設
置
後
の
写
真
❹
住
民
票
（
本
人
）

を
添
え
て
清
掃
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い

ご
み
の
収
集
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　　

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確

認
し
、
収
集
日
の
午
前
8
時
30
分
ま

で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
ご
み

を
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
可
燃
ご
み
】
ふ
と
ん
・
毛
布
・
じ
ゅ

う
た
ん
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
草
・
木
等

は
1
月
12
日
㈭
以
降
に
出
し
て
く
だ

さ
い

　◇　

◇　

◇　

◇　

◇

28

28

●
生
活
・
環
境

と　き 可燃ごみ 新聞・紙製・ダンボール

火・金コース
月・木コース 収集なし

収集なし
1月5日  ㈭

収集なし 収集なし

1月11日  ㈬
1月10日  ㈫
1月9日  ㈷
1月6日  ㈮

月・木コース 火・金コース
火・金コース 月・木コース
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生
産
緑
地
の
追
加
指
定
を
受
付
中

　

追
加
指
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
事
前
相
談
お
よ
び
申
請
を
期
日

内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

追
加
指
定
す
る
農
地
等
を
反
映
し
た

都
市
計
画
案
を
作
成
し
、
本
年
10
月

（
予
定
）
の
泉
南
市
都
市
計
画
審
議
会

に
諮
り
、
都
市
計
画
決
定
し
ま
す
。 

【
申
請
期
間
】
２
月
10
日
㈮
ま
で
（
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
、
相

談
前
に
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
） 

【
申
請
・
問
合
せ
】
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
９
９
７
３
）

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

【
募
集
戸
数
】
宮
本
団
地
5
戸

【
対
象
】
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

申
込
資
格
に
適
合
す
る
方

【
申
込
書
配
布
】
1
月
5
日
㈭
～
20

日
㈮
に
住
宅
公
園
課
ま
た
は
人
権
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

【
申
込
み
】
1
月
12
日
㈭
～
20
日
㈮

に
住
宅
公
園
課
へ
。（
配
布
・
受
付

と
も
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30

分
）
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
、
資
格
審
査
に
よ
り
入

居
者
を
選
考
し
ま
す
。

　

な
お
、
抽
選
は
困
窮
度
に
応
じ

て
優
遇
倍
率
を
決
め
て
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】
住
宅
公
園
課

　
　
　
　
　
（
☎
483
・
９
９
７
２
）

●
生
活
・
環
境

　今回は、本市が位置付けている中心拠点（市役所周辺エリア）と生活拠点（和泉砂川、樽井駅周辺エリア）における
公共施設の最適化について、ワークショップ参加者、E モニターからいたただいた主な意見、提案などを紹介します。

【問合せ】行革・財産活用室（☎ 483-9953）

シリーズ⑧どうする？これからの公共施設

◇中心拠点（市役所周辺エリア）における
公共施設の最適化について
＜施設全般について＞
・利用方法について市民にＰＲが必要
・分散している施設を統合して新しいものを造るべき
＜市役所庁舎＞
・狭くてスマートさに欠ける
・市民が行きたくなる場にするべき
＜保健センター＞
・市役所かあいぴあ泉南と統合させる
＜体育館＞
・小中高のクラブ活動に使用できるように改めるべき
＜人権ふれあいセンター＞
・今のニーズに合った役割を果たしている施設なのか疑問
・存続させるなら利用者の拡大と PR が必要
＜青少年センター＞
・利用者が一部の方に限定されていると思っている方が
多い

◇生活拠点（和泉砂川、樽井駅周辺エリア）における
公共施設の最適化について
＜駅周辺全般について＞
・医療施設、商業施設、公共料金支払い、図書返却、観
光案内、学習塾、子育て関連機能、高齢者および障害者
支援機能はどの駅にも必要
＜和泉砂川駅周辺＞
・信達公民館の駐車場の拡充
・駅前の再開発を早急に進めるべき
＜樽井駅周辺＞
・利用が限定されている集会所を広く市民に利用できる
ようにするべき

◇共通する意見
・もっと各施設の利用について市民にＰＲが必要
・市民のニーズに合った施設に変えていくことが必要

上記の広告に関するお問合せは、合同会社　IM 総合企画へ（☎ 072-242-7997）　

　次回は、生活拠点（新家駅・岡田浦駅）について、ワークショップ

参加者、E モニターからでた公共施設の最適化についての意見、提案

をお伝えします。〈つづく〉

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す　

【
対
象
】
自
ら
所
有
し
、
居
住
す
る
住

宅
に
発
電
シ
ス
テ
ム
（
余
剰
買
取
制

度
を
利
用
）
を
設
置
し
、
次
の
①
～

③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
居
住
し
（
予
定
で
あ
る
方

を
含
む
）、
か
つ
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

③
電
力
会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
契

約
し
、
ま
た
、
電
力
会
社
よ
り
送
付

さ
れ
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
に
関
す
る
電
力
需
給
契
約
の
ご
案

内
」
の
右
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日

付
が
平
成
28
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
期
間
で
あ
る
こ
と

【
補
助
金
額
】
シ
ス
テ
ム
の
出
力
１

 

kw

当
た
り
３
万
円
（
限
度
額
９
万
円
）

【
そ
の
他
】
▽
申
請
総
額
が
450
万
円
を

超
え
た
場
合
は
抽
選

▽
申
請
者
欄
の
印
鑑
（
代
理
申
請
の

場
合
は
委
任
状
に
押
印
し
た
担
当
者

の
印
鑑
）
も
持
参
（
訂
正
時
に
必
要
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→

く
ら
し
・
手
続
き
→
環
境
→
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一

部
補
助
に
つ
い
て

【
申
込
み
】
環
境
整
備
課
で
配
布
お

よ
び
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
申
請
用
紙
を
持
参

の
上
環
境
整
備
課
へ
。
1
月
31
日
㈫

締
切
（
1
月
1
日
㈷
～
３
日
㈫
を
除

く
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

（
☎
483
・
９
８
７
１
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
運
用
停
止

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
停
止
し

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
、
電
子
証
明
書
の
発
行
、
広
域
交

付
住
民
票
の
発
行
等
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
と
き
】
2
月
9
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
5
時
30
分

【
問
合
せ
】
市
民
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
7
　

7
９
1
）

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

　

通
報
す
る
際
は
、
あ
わ
て
ず
に
落

ち
着
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
と
き
】
1
月
9
日
㈷
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く

う
泉
南

【
内
容
】
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
の
車

両
展
示
、
体
験
乗
車
、
撮
影
も
で
き

ま
す

　
　

　へ
走
ら
せ
る

還
付
金
詐
欺
が
深
刻
！

　

詐
欺
師
が
仕
掛
け
た
罠
に
は
ま

り
、
お
金
を
金
融
機
関
の
口
座
に
振

込
ん
で
だ
ま
し
取
ら
れ
る
「
振
込
め

詐
欺
」
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

役
所
を
名
乗
り
、
A
　

T
　

M
操
作
を
求

め
ら
れ
た
ら
詐
欺
だ
と
考
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
詐
欺
師
に
負
け
な
い
知

恵
と
勇
気
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
泉
南
警
察
署
・
泉
南
警

察
署
管
内
防
犯
協
会

（
☎
471 

・
１
２
３
４
）

■関西国際空港からのフライトがますます充実！
　ニュージーランド航空（NZ）が 3 月 26 日㈰まで、
関西＝オークランド線の直行便を週 3 便運航して
います。また、バニラエア（JW）は、2 月 18 日
㈯から関西＝成田線を毎日 2 便、3 月 18 日㈯から
関西＝函館線を毎日 1 便新規就航します。
■ウインターイルミネーション開催中
　2 月 26 日㈰まで「日本と世界をつなぐ和のあか
り」をテーマに、ウインターイルミネーションを開
催中です。関西国際空港では、折り鶴などの和のモ
チーフをちりばめたイルミネーションが空港各所を
彩ります。関空展望ホール「Sky View」のスカイ
デッキでは、光のレインボーアーチ等による光の演
出も楽しめます。
■わくわく関空見学プラン
　通常は立入ることのできない保安区域に入り、機
内食工場や大きな給油タンクなど、空港を支える裏
方の施設を車窓見学。また、風向きや離着陸状況に
よっては、飛行機を間近で見ることができます。プ
ランの問合せは、関空展望ホール「Sky View」（☎
455-2082）へ。

【問合せ】空港案内
（☎ 455-2500）

関西国際空港情報 No.199
http://www.kansai-airport.or.jp/

●
安
全
・
安
心

防犯栄誉銅章を
受賞されました

　この度、粟
あ わ い

井英
ひでのり

典さんが長

年にわたり地域安全活動に精

励された功績がたたえられ、

防犯栄誉銅章を受賞されまし

た。

【問合せ】生活福祉課

　（☎ 483-3474）

危険業務従事者叙勲を
受章されました

　この度、山
やまうち

内俊
と し お

夫さんが、

長きにわたり著しく危険性の

高い業務に精励された功績が

たたえられ、第 27 回危険業

務従事者叙勲・瑞宝双光章を

受章されました。

【問合せ】泉州南消防組合泉

南消防署（☎ 485-0119）
A　
T　
M
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災
害
か
ら
守
ろ
う
文
化
財

～
１
月　

日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
～

　

国
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
文
化

財
は
、
毎
年
の
よ
う
に
災
害
で
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
も
、
1
月
26
日

㈭
を
中
心
に
貴
重
な
歴
史
的
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に
文

化
財
防
火
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
文
化
財
防
火
に

徹
底
を
期
す
た
め
、
防
火
診
断
や
消

防
団
と
合
同
で
の
消
防
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
文
化
財
防
火
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
と
き
】
１
月
22
日
㈰
午
前
9
時
30

分
か
ら

【
と
こ
ろ
】
一
岡
神
社

【
問
合
せ
】
泉
州
南
消
防
組
合
泉
南

消
防
署
（
☎
485
・
０
１
１
９
）

★
問
合
せ　

産
業
観
光
課
商
工
労
働

観
光
係　
　
　
（
☎
483
・
８
１
９
１
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
制
度
の
申
請

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
に
、
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

事
業
所
が
当
初
契
約
し
た
月
か
ら
５

年
間
の
共
済
掛
金
に
つ
い
て
の
み
対

象
で
す
）

　

補
助
対
象
は
、
市
内
に
事
業
所
を

有
し
、
全
額
事
業
主
負
担
に
よ
り
、

平
成
23
年
２
月
以
降
に
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
、

被
共
済
者
が
50
人
以
下
の
事
業
主
の

方
々
で
す
。

【
申
請
】
平
成
28
年
１
月
～
12
月
ま

で
に
納
め
た
掛
金
に
つ
い
て
、
２
月

28
日
㈫
ま
で
に
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
産
業
観
光

課
へ

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
事
業
者
の
方
へ
→
事
業
者
支
援
・

融
資
→
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

補
助
に
関
す
る
情
報

　相談あんない 時間は 24時間表記です　
区分 相談名 とき ところ 問合せ

法律

行政
法律相談
（本人に係る相談） 申込みは実施日前日に電話で 9 時から先着 8 名受付 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）

行政相談 1/19㈭  14時～16時

1/12㈭、19㈭、26㈭9時15分～11時55分

　 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
消費者相談 月～金曜日　13 時～ 16 時 市役所別館２階消費生活センター 産業観光課（☎ 483-8191）
行政書士相談

（相続・遺言・交通事故ほか）
毎月第 2 金曜日（祝祭日は第 3 金曜日）13 時～ 16 時
要予約。定員 6 名

市役所別館２階産業観光課 行政書士会泉州支部事務局
　　　　　　　　（☎ 483-7373）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 今月はありません 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
就労支援相談 月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

地域就労支援センター（☎ 485-1401）
農事相談 毎月第 4 金曜日　9 時 30 分～ 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月～金曜日　9時～ 17 時 市役所 1 階生活福祉課 生活福祉課（☎ 483-3474）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10 時～ 16 時（来所の場合は要予約） 市役所 1 階保育子育て支援課隣

市役所 1 階指導課
家庭児童相談室（☎ 485-1586）

教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10 時～ 16 時 指導課（☎ 483-3671）
進路支援（奨学金等相談） 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

障害者相談員による相談 月～金曜日（要電話予約） 随時相談の上、決定 障害福祉課（☎ 483-8252 ）
高齢者・障害者住宅改造相談 毎月第3月曜日 13 時 30 分～ 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんピアセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9 時～ 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3 水曜日　13 時～ 16 時 市役所 1 階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10 日（土日祝日は翌執務日）

17 時 45 分～ 20 時
市役所 1 階税務課
市役所 1 階保険年金課

税務課（☎ 483-9033）
保険年金課（☎ 483-3432）

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター
月～金曜日　8 時30分～ 18 時　生活困窮者相談 ここサポ泉南（☎ 0120-968-141）人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

▽

災害応援協定を締結しました

　本市では、災害時に物資の供給や人的支援等の災害対策を実施できる
体制を構築するため、他の自治体や民間団体等と災害応援協定を締結し
ています。平成 28 年度の新たな協定締結内容は次のとおりです。

【問合せ】危機管理課（☎ 479-3601）
【滋賀県長浜市】11 月 20 日、「大規
模災害時における相互応援に関する
協定」を締結しました。いずれかの
市が被災した場合、その支援要請に
応え、職員派遣や食料の提供、被災
者の受入れ等が円滑にできるよう本
協定に基づき応援体制を強化してい
きます。

【 大 阪 府 電 気 工 事 工 業 組 合 】10 月
20 日、「災害時における応急対策業
務に関する協定」を締結しました。

●
商
工
・
労
働

●
安
全
・
安
心

26

1
〜
9
人
以
下

10
〜
30
人
以
下

31
〜
50
人
以
下

20
％

15
％

10
％

共
済
者
数

補
助
率
補
助
対
象
掛
金
月
額

掛金（月額）
5,000円を限度
5,000円を超え
るものは
5,000円とする
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中
小
企
業
向
け
融
資
の

利
子
補
給
申
請
の
受
付

　

市
内
に
居
住
し
（
法
人
は
市
内
に

本
店
を
有
し
）、
市
内
で
事
業
を
営

む
次
の
融
資
利
用
者
が
、
事
前
に
産

業
観
光
課
へ
登
録
し
て
い
る
場
合
、

利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。
利
用

融
資
に
よ
っ
て
申
請
窓
口
が
異
な
り

ま
す
。

【
申
請
期
間
】
平
成
28
年
１
月
～
12

月
ま
で
に
返
済
し
た
利
子
に
つ
い
て

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
補
給
金
交
付
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
申
請

【
対
象
融
資
と
申
請
窓
口
等
】

▽
大
阪
府
制
度
融
資
の
う
ち
経
営
安

定
サ
ポ
ー
ト
資
金
融
資
（
緊
急
・
東

日
本
大
震
災
対
策
資
金
含
む
）
と
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
融
資
は
産
業
観

光
課
へ（
補
給
期
間
は
返
済
期
間
中
）

▽
日
本
政
策
（
旧
国
民
生
活
）
金
融

公
庫
の
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
融
資
（
マ
ル
経
融
資
）
は
泉
南
市

商
工
会
へ
（
補
給
期
間
は
融
資
実
行

日
か
ら
起
算
し
て
２
年
間
）

【
補
給
額
】
当
初
借
入
金
の
う
ち

500
万
円
分
を
対
象
と
し
、
返
済
利
率

の
う
ち
１
％
相
当
利
息
額

　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

大
阪
府
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　
　

　

最
低
賃
金
に
は
、
府
内
の
す
べ
て

の
労
働
者
を
対
象
と
す
る
「
大
阪
府

最
低
賃
金
」
と
、
特
定
の
産
業
の
労

働
者
を
対
象
と
す
る
「
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
原
則
と
し
て
パ
ー
ト
、
臨
時
、
派

遣
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
含
め
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
大
阪
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
課

（
☎
06
・
6
9
4
9
・
6
5
0
2
）

ま
た
は
岸
和
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
431
・
3
　

9
　

3
　

9
）

★
市
立
図
書
館
（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

今
月
の
ご
案
内
（
2
月
4
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
1
月
1
日
㈷
～
3
日
㈫
、

9
日
㈷
、
10
日
㈫
、
16
日
㈪
、
23
日

㈪
、
30
日
㈪

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

読
書
サ
ロ
ン
「
お
も
し
ろ
そ
う
な
本

は
ど
こ
？
」（
一
般
書
編
）

　

こ
の
１
年
に
図
書
館
に
入
っ
た
人

気
本
で
は
な
い
け
れ
ど
、
お
す
す
め

の
本
を
司
書
が
紹
介
し
ま
す
。

【
と
き
】
2
月
22
日
㈬
午
後
1
時
30

分
～
3
時

【
と
こ
ろ
】
図
書
館
2
階
会
議
室

【
対
象
】
大
人

【
定
員
】
15
名
（
申
込
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
来
館
か
電
話

で
2
月
1
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
受
付

第
　回
図
書
館
地
域
講
座

「
戦
前
の

　面
泉
州
史
」

　

戦
前
の
泉
州
の
歴
史
を
２
回
に
わ

け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
と
き
・
内
容
】
①
　

1
月
25
日
㈬
「
市

町
村
議
員
選
挙
」②
2
月
15
日
㈬「
映

画
館
に
ま
つ
わ
る
話
題
」
い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
と
こ
ろ
】
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

【
対
象
】
大
人

【
講
師
】
中な
か
む
ら村
正ま
さ
あ
き明
さ
ん
（
泉
州
近

現
代
史
研
究
家
）

【
定
員
】
各
回
40
名
（
申
込
順
） 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
み
】
１
月
5
日
㈭
午
前
10
時

か
ら
来
館
か
電
話
で
図
書
館
へ

図
書
館
新
刊
紹
介

　

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
約

３
か
月
分
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
資
料
を

さ
が
す
（
新
着
案
内
）
→
新
し
く

入
っ
た
本

●
「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」（
ア
リ
ス
・

マ
ン
ロ
ー
著
、
新
潮
社
）

　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
三
部
作
な
ど
、

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
女
性
の
人
生
を
描

く
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
短
編
集
。

●
「
世
界
史
M
　

A
　

P
　

S
」（
DK
社
編
、

主
婦
と
生
活
社
）

　

古
代
か
ら
21
世
紀
ま
で
の
世
界

史
の
大
事
件
を
、
大
判
の
イ
ラ
ス

ト
地
図
で
再
現
。

●
「
き
き
り
ん
ご
」（
谷た

に
む
ら村
志し

ほ穂
著
、

集
英
社
）

　

半
年
間
で
30
種
を
食
べ
比
べ
た
農

学
部
出
身
の
作
家
が
つ
づ
る
「
り
ん

ご
」
愛
。

●
〈
児
童
書
〉「
ト
イ
レ
の
自
由
研

究
①
」（
屎
尿
・
下
水
研
究
会
監
修
、

こ
ど
も
く
ら
ぶ
編
、
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

　

ト
イ
レ
の
起
源
や
歴
史
な
ど
、
写

真
入
り
で
詳
し
く
ま
じ
め
な
ト
イ
レ

の
本
。

図
書
館

　月
特
集
コ
ー
ナ
ー

【
入
口
特
集
コ
ー
ナ
ー
】「
泉
州
・
郷

土
の
本
」

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
】「
に
わ
と
り
」

【
回
転
棚
】「
ク
イ
ズ
・
パ
ズ
ル
」「
ペ

ン
ギ
ン
の
本
」「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を

し
よ
う
」「
大
人
に
も
児
童
書
」

【
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
】「
初
が
つ
く

う
た
」

【
か
し
の
き
号
特
集
コ
ー
ナ
ー
】「
地

図
は
や
っ
ぱ
り
奥
深
い
」

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　　

か
し
の
き
号
は
、
左
記
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し
ま

す
。
な
お
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡

回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

音
楽
・
朗
読
CD
や
D
V
D
等
の

視
聴
覚
資
料
の
貸
出
や
予
約
も
で
き

ま
す
。

10

1

マ
ッ
プ
ス

B

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

最低賃金の件名

塗料製造業
大阪府最低賃金

機械・金属製品製造関連産業

電気機械器具製造関連産業

鉄鋼業

非鉄金属製造関連産業

自動車・同付属品製造業

時間額

自動車小売業

883円
912 円

894 円

885 円

908 円

885 円

892 円

884 円

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

楠台１号公園
雄信小学校前

東小学校

あおぞら幼稚園

鳴滝小学校

なるにっこ認定
こども園

15:15～
16:00

14:15～
14:45

13:30～
14:15

13:20～
14:10

15:10～
16:10

14:30～
15:00

14:40～
15:20

水

木
水

木
木
金
金砂川老人集会場

ステーション名
巡回日曜日と

　　時間

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休 休

休
休
休
休
休
休

2月

ファミール南大阪

浜老人集会場

青少年センター
一丘団地

八幡山自治会館

西信達公民館
関空マーブルコースト

14:00～
14:30

15:40～
16:30

13:50～
14:20

15:00～
16:00

15:55～
16:25

15:00～
15:40

14:35～
15:05
15:20～
16:00

金

水
水

木
木
金

金
金

ルナりんくう

16
162

2
5
5
5

11

11
11

4
4
4

9
9
10
10

17
17
17
18
18

26

18

26
24

24
25

25

26

2825

1月

19
195

5
6
6
6

14

14
14

7
7
7

12
12
13
13

20
20
20
21
21
21

26
27

27
28

28

15
151

1
2
2
2

10

10
10

3
3
3

8
8
9
9

16
16
16
17
17

22

17

22
23
23
24

24
24

18
184

4
5
5
5

13

13
13

6
6
6

11
11
12
12

19
19
19
20
20

25

20

25
26
26
27

27
27
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★
樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

今
月
の
ご
案
内
（
2
月
4
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
1
月
1
日
㈷
～
3
日

㈫
、
9
日
㈷
、
10
日
㈫
、
17
日
㈫
、

24
日
㈫
、
31
日
㈫

【
半
日
休
館
日
】
1
月
16
日
㈪
、
23

日
㈪
、
30
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
民
体
育
館
（
☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
ス

ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（
2
月
4
日
ま
で
）

　

利
用
の
際
上
ぐ
つ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
全
日
休
館
日
】
1
月
1
日
㈷
～
4

日
㈬
、
10
日
㈫
、
17
日
㈫
、
24
日
㈫
、

31
日
㈫

【
半
日
休
館
日
】

1
月
16
日
㈪
、
23

日
㈪
、
30
日
㈪

【
受
付
時
間
】
午

前
９
時
～
午
後

５
時
（
半
日
休

館
日
は
正
午
ま

で
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
説
明
会

【
と
き
】
1
月
14
日
㈯
午
前
9
時
30

分
か
ら
（
9
時
15
分
受
付
）

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
18
歳
以
上
の
方

【
定
員
】
20
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
持
ち
物
】
上
ぐ
つ
、
タ
オ
ル
、
水

筒
　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

改
修
工
事
に
伴
う
全
館
臨
時
休
館

【
臨
時
休
館
】
2
月
28
日
㈫
ま
で
（
予

定
）

【
休
館
中
問
合
せ
】
泉
南
清
掃
事
務

組
合
庶
務
課
（
☎
484
・
０
５
８
１
）

任
期
付
職
員
を
募
集

①
市
民
課
業
務
従
事
職
員

【
受
験
資
格
】
昭
和
29
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
の

で
き
る
方

【
業
務
内
容
】
市
民
課
で
の
窓
口
対

応
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
、
戸
籍
事

務
等

【
採
用
予
定
人
員
】
5
名
程
度

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
従
事
職
員

【
受
験
資
格
】
昭
和
29
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
の

で
き
る
方

【
業
務
内
容
】
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
受
付
窓
口
お
よ
び
制
度
に
関
す

る
業
務
等

【
採
用
予
定
人
員
】
1
名
程
度

③
国
民
年
金
事
務
職
員

【
受
験
資
格
】
次
の
❶
❷
を
満
た
す

方
。
❶
昭
和
29
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）
が
で
き

る
方
❷
年
金
事
務
所
（
旧
社
会
保
険

事
務
所
含
む
）
ま
た
は
市
町
村
に
お

い
て
年
金
事
務
の
経
験
が
1
年
以
上

あ
る
方

【
業
務
内
容
】
国
民
年
金
に
関
す
る

業
務
等

【
採
用
予
定
人
員
】
1
名
程
度

▼
①
～
③
共
通

【
試
験
日
】
2
月
4
日
㈯

【
試
験
内
容
】
筆
記
、
面
接

【
採
用
予
定
】
4
月

【
募
集
要
項
の
配
布
】
1
月
11
日
㈬

か
ら
人
事
課
で
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
郵
送
で
請

求
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に
「
職
種
」

お
よ
び
「
募
集
要
項
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
92
円
切
手
を
貼
付
し
た
宛
名

記
載
の
返
信
用
定
形
封
筒
（
長
形
３

号
）
を
同
封

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

1
月
12
日
㈭
～

25
日
㈬
（
平
日

午
前
9
時
～
午

後
5
時
30
分
）

の
期
間
に
人
事

課
へ
（
☎ 

483
・

0
0
0
3
）

公
立
幼
稚
園
講
師
募
集

【
資
格
】
昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
幼
稚
園
教
諭
免

許
を
有
す
る
方
（
平
成
29
年
３
月
31

日
㈮
取
得
見
込
み
可
）

【
業
務
内
容
】
障
害
児
教
育
、
園
務

補
助
等

【
採
用
予
定
人
員
】
5
名
程
度

【
試
験
日
】
1
月
14
日
㈯

【
試
験
内
容
】
筆
記
、
面
接

【
採
用
予
定
】
4
月

【
募
集
要
項
の
配
布
】
学
務
課
で
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。
郵
送
で
請
求
の
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
募
集
要
項
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
92
円
切
手
を
貼
付
し
た
宛

名
記
載
の
返
信
用
定
形
封
筒
（
長
形

3
号
）
を
同
封

︻
申
込
み
・
問
合
せ
︼

1
月
4
日
㈬
～

12
㈭
の
期
間
に

学
務
課
（
☎
483
・

3
6
7
3
）
へ

市
立
学
校
介
助
員
を
募
集

【
受
験
資
格
】
昭
和
31
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
不
問
）

【
選
考
日
】
2
月
11
日
㈷

【
登
録
有
効
期
限
】
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
1
月
5
日
㈭
～

2
月
8
日
㈬
の
期
間
に
、
市
販
の
履
歴

書
1
部
（
写
真
を
貼
付
の
こ
と
）
を
学

務
課
へ
（
☎
483
・
３
６
７
３
）

学
校
司
書
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

【
受
験
資
格
】
司
書
資
格
ま
た
は
司
書

教
諭
免
許
を
有
す
る
方

【
選
考
日
】
2
月
4
日
㈯

【
登
録
有
効
期
限
】
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
1
月
5
日
㈭
～

2
月
1
日
㈬
の
期
間
に
、
市
販
の
履

歴
書
１
部
（
写
真
を
貼
付
の
こ
と
）、

資
格
の
写
し
1
部
、
92
円
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒

を
学
務
課
へ
（
☎
483
・

３
６
７
３
）

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

●
募
集
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（
公
社
）
泉
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
募
集

【
業
務
内
容
】
経
理
事
務
お
よ
び

業
務
職
員

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名

【
採
用
予
定
】
4
月
1
日
㈯

【
試
験
内
容
】
筆
記
、
面
接

【
募
集
要
項
の
配
布
・
問
合
せ
】

1
月
20
日
㈮
～
2
月
3
日
㈮
の

期
間
に
（
公
社
）
泉
南
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

（
☎
483
・
８
６
６
１
）

府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術
専
門
校

生
徒
募
集
と
見
学
会
開
催
に
つ
い
て

　

通
信
・
環
境
・
整
備
分
野
の
人
材

育
成
を
め
ざ
し
て
職
業
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
4
月
入
校
の
生
徒
を

募
集
す
る
と
と
も
に
、
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
生
徒
募
集
】
▽
願
書
受
付
1
月
5

日
㈭
～
25
日
㈬
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

て
受
付
）
▽
選
考
試
験
2
月
17
日
㈮

▽
合
格
発
表
2
月
23
日
㈭
▽
入
校
日

4
月
11
日
㈫

【
募
集
科
】
▽
自
動
車
・
車
体
整
備
科
・

電
気
主
任
技
術
科
（
訓
練
期
間
2
年
）

▽
情
報
通
信
科
・
環
境
分
析
科
・

Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
開
発
科
（
訓
練
期

間
1
年
）

【
募
集
定
員
】
各
科
30
名

【
入
校
選
考
料
】
2
2
0
0
円

【
所
在
地
】
和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー

ジ
2
・
3
・
5

【
見
学
会
】
予
約
・
参
加
費
不
要
①

1
月
10
日
㈫
②
20
日
㈮
③
2
月
10
日

㈮
④
3
月
10
日
㈮
い
ず
れ
も
午
後
1

時
15
分
か
ら
（
①
は
体
験
実
習
が
あ

り
ま
す
）

【
問
合
せ
】
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等

職
業
技
術
専
門
校

（
☎
072
・
553
・
3
0
0
5
）

防
衛
省
自
衛
官
候
補
生
募
集

　

所
要
の
教
育
を
経
て
、
３
か
月
後

に
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
。 

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方 

【
受
付
期
間
】
1
月
19
日
㈭
ま
で

【
試
験
日
】
1
月
28
日
㈯
～
31
日
㈫

の
う
ち
指
定
す
る
日

【
そ
の
他
】
２
月
受
験
も
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力

本
部
岸
和
田
地
域
事
務
所

（
☎
426
・
０
９
０
２
）

放
送
大
学　

月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
、

通
信
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
・

情
報
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。無
料
で
資
料
請
求
が
で
き
ま
す
。

【
出
願
期
限
】（
第
1
回
）
2
月
28
日

㈫
、（
第
2
回
）
3
月
20
日
㈷

【
問
合
せ
】
放
送
大
学
大
阪
学
習
セ

ン
タ
ー

　
（
☎
06
・
6
7
7
3
・
6
3
2
8
）

泉南市の職員を募集します

　将来「めざす職員（市民に信頼される職員、変化を

感じとり積極的に行動できる職員）」となり、一緒に

活躍できる人財を採用するために、面接を重視した採

用試験を実施します。本市のまちづくりに貢献したい

という「熱意」と「行動力」と「責任感」のある方の

申込みをお持ちしています。

【試験日】1 次試験：1 月 28 日㈯（面接と筆記）、2

次試験：2 月 18 日㈯（面接）

【採用予定年月】4 月

【募集要項の配布】1 月 18 日㈬まで人事課で。市ウェ

ブサイトから募集要項、受験申込様式一式をダウン

ロード可。郵送で請求の場合は、封筒の表に「職種」

および「募集要項請求」と朱書きし、92 円切手を貼

付した宛名記載の返信用定形封筒（長形 3 号）を同

封

【関連サイト】市ウェブサイト→市政情報→採用情報・

人事行政→職員等の募集・採用情報

【申込み・問合せ】1 月 6 日㈮～ 18 日㈬（平日午前

9 時～午後 5 時 30 分）に人事課へ（☎ 483-0003）

職種 採用予定 受験資格 筆記試験内容

福祉 A 1名程度 昭和 56年 4月 2日以降に生まれた方で次の①②のいずれかに該当する方
①社会福祉士の資格を有する方
②精神保健福祉士の資格を有する方
▼いずれも平成 29年 3月末までに取得見込みの方を含む

建築職 1名程度 昭和 56年 4月 2日以降に生まれた方で次の①②のいずれかに該当する方
①学校教育法による大学、短期大学、専門学校または高等専門学校を卒業し
建築に関する専門課程を修了した方
②建築士の資格を有する方
▼いずれも平成 29年 3月末までに取得見込みの方を含む

専門：建築

教養：基礎学力
▼公務員試験対
策の勉強をして
いない方もチャ
レンジできる内
容

▼建築に関する
専門試験のみ。
教養試験の準備
不要

福祉 B 1名程度 昭和 51年 4月 2日以降に生まれた方で、手話通訳士の資格を有する方
▼平成 29年 3月末までに取得見込みの方を含む

4
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コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン

グ
と
は
、
良
好
で
前
向
き
な
親
子
関

係
を
構
築
し
、
子
ど
も
が
社
会
で
う

ま
く
や
っ
て
い
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
適

応
行
動
を
教
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

親
で
あ
れ
ば
誰
し
も
、
子
育
て
に

悩
み
な
が
ら
も
、
自
分
の
子
ど
も
が

良
い
大
人
に
育
っ
て
欲
し
い
と
期
待

し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
暴
力
や
暴

言
を
使
わ
ず
に
子
ど
も
を
育
て
る
技

術
、
子
ど
も
と
良
好
な
親
子
関
係
の

築
き
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
・
内
容
】
左
表
の
と
お
り

【
と
こ
ろ
】
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

【
講
師
】
八は

っ
た田
京き
ょ
う
こ子
さ
ん
︵O

ggi

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
︶

【
定
員
】
30
名
︵
申
込
順
︶

【
参
加
費
】
無
料

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
定
員
６
名
︵
多
数
の
場
合
は

抽
選
︶

【
手
話
通
訳
】
事
前
申
込
み
が
必
要

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
電
話
か
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
一
時
保
育
お
よ

び
手
話
通
訳
の
要
否
、
一
時
保
育
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前

︵
ふ
り
が
な
︶、
生
年
月
日
、
性
別
を

〒
５
９
０
・
０
５
９
２
︵
住
所
不
要
︶

人
権
推
進
課
男
女
平
等
参
画
係
へ
。

２
月
７
日
㈫
締
切

　
「
今
の
自
分
を
変
え
た
い
」「
何
か

し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
あ
な
た
。

今
後
の
あ
な
た
の
道
を
切
り
開
く

き
っ
か
け
を
探
し
に
来
ま
せ
ん
か
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
本
市
在
住
で
市

内
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
方
を
招

き
、
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
か
ら

現
在
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
至
る
ま
で

の
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
講
座
後
半
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
・
内
容
・
講
師
】
左
表
の
と

お
り

【
と
こ
ろ
】
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
定
員
】30
名︵
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

【
参
加
費
】
500
円
︵
材
料
費
︶

【
一
時
保
育
】
1
歳
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
定
員
６
名
︵
多
数
の
場
合
は

抽
選
︶

【
申
込
み
・
問
合
せ
】電
話
か
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
一
時
保
育
の
要
否
、
一

時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
子
ど

も
の
名
前︵
ふ
り
が
な
︶、生
年
月
日
、

性
別
を
〒
５
９
０
・
０
５
９
２
︵
住

所
不
要
︶
人
権
推
進
課
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
係
へ
。

１
月
13
日
㈮
締
切

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

離
婚
に
関
す
る
相
談
や
暴
力
︵
DV
、

ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
性
暴
力
、
性
犯
罪
︶
被

害
に
関
す
る
相
談
を
女
性
弁
護
士
が

お
受
け
し
ま
す
。

【
と
き
】
2
月
18
日
㈯
午
後
1
時
～

5
時
︵
相
談
時
間
は
1
人
25
分
︶

【
と
こ
ろ
】
い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン

タ
ー
相
談
室︵
泉
佐
野
市
市
場
東
１
・

295
・
1
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
１

階
︶

【
対
象
】
熊
取
町
、
泉
佐
野
市
、
田

尻
町
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
岬
町
に

在
住
、
在
勤
の
女
性

【
定
員
】
8
名
︵
完
全
予
約
制
、
申

込
順
︶

【
参
加
費
】
無
料

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
ま

で
︵
2
月
14
日
㈫
ま
で
に
事
前
申
込

み
が
必
要
︶ 

【
そ
の
他
】
こ
の
事
業
は
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
・
り
ん
く
う
の
寄

附
に
よ
り
実
施
し
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
2
月
4
日
㈯

午
前
9
時
か
ら
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い

ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

︵
☎
／
FAX
　

469
・
７
１
２
５
︶

女
性
の
た
め
の

　
　
　
　

特
設
法
律
相
談

好きなことを、あきらめたくない！
私のライフスタイル

1/20 ㈮　午前 10時～ 12時

【講師】西浦優穂さん
（男女平等参画ルーム「ステップ」
登録グループすまいるママ）

にしうらゆうほ

保育やレジンを使った小物作りなど、自分の
やりたいことをするために工夫している女性
の体験談をお話しいただきます

【ワークショップ】レジンで作るクリップ
（髪やスカーフをとめるのに使えます）

男女平等参画社会づくり講座Ⅱ男女平等参画社会づくり講座男女平等参画社会づくり講座男女平等参画社会づくり講座男女平等参画社会づくり講座男女平等参画社会づくり講座Ⅱ
今日からできる！具体的なしつけ方法
～コモンセンスペアレンティングで
　　　　　　　　　　　楽しく子育てを～

2/21 ㈫「子どもが問題行動を起こしてしまっ
たら、どうしたらいいの？」

時間はいずれも午前 10時～ 12時

とき・内容

2/14 ㈫
「子どもが問題行動を起こさないためにどうし
たらいいの？」「子どもと良い関係を作るには、
どうしたらいいの？」
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近
年
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害
現

場
で
は
、
被
災
地
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。「
赤
ち
ゃ
ん
の
夜
泣
き
で
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
」
と
周
囲
に
気
兼

ね
し
な
が
ら
の
避
難
所
生
活
、
下
着

や
生
理
用
品
の
替
え
が
な
い
、
あ
っ

て
も
下
着
の
着
替
え
に
非
常
に
困

る
、
妊
産
婦
や
足
腰
の
弱
い
高
齢
者

は
和
式
ト
イ
レ
の
使
用
が
困
難
な

ど
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
女

性
に
関
す
る
課
題
を
大
き
く
取
り
上

げ
、
災
害
現
場
に
お
け
る
女
性
の

ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
そ
れ
ら
を
反

映
す
る
に
は
ど
う
し
て
い
け
ば
良
い

の
か
を
学
び
ま
す
。

【
と
き
】
１
月
31
日
㈫
午
後
１
時
30

分
開
場
、
2
時
～
4
時

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
1
階
大

会
議
室

【
講
師
】
正ま

さ
い井
礼れ
い
こ子
さ
ん
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
女
性
と
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
こ
う
べ
代
表

理
事
︶

【
定
員
】
200
名
︵
先
着
順
︶

【
参
加
費
】
無
料

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
定
員
９
名
︵
多
数
の
場
合
は

抽
選
︶
電
話
か
F
　

A
　

X
、
E
メ
ー

ル
で
子
ど
も
の
名
前
︵
ふ
り
が
な
︶、

生
年
月
日
、性
別
を
人
権
推
進
課
へ
。

１
月
24
日
㈫
締
切

【
手
話
通
訳
】

あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課

つ
な
が
ろ
う
！
市
民
と
教
職
員
が
と

も
に
学
ぶ
泉
南
市
人
権
啓
発
講
演
会

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
は
じ
め
と
し

て
差
別
や
偏
見
が
渦
巻
く
国
内
外
の

状
況
下
で
、
子
ど
も
た
ち
に
育
て
た

い
人
権
の
力
と
は
何
な
の
か
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
教
育
実
践
や
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
お
話
し
し
ま
す
。
子
ど

も
の
貧
困
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
公

立
学
校
園
で
、
今
、
大
切
に
し
た
い

こ
と
を
と
も
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

【
と
き
】
１
月
18
日
㈬
午
後
３
時
～

４
時
45
分

【
と
こ
ろ
】
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】
講
演
「
今
、
子
ど
も
た
ち

に
つ
け
た
い
人
権
の
力
」

【
講
師
】
新し

ん
ぽ保
真ま

き

こ
紀
子
さ
ん
︵
神
戸

親
和
女
子
大
学
発
達
教
育
学
部
客
員

教
授
︶

【
一
時
保
育
】
１
歳
以
上
の
子
ど
も

定
員
６
名
。
電
話
か
F
　

A
　

X
で
人
権

教
育
研
究
協
議
会
へ
。
１
月
11
日
㈬

午
後
５
時
締
切

【
手
話
通
訳
】
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】
泉
南
市
人
権
教
育
研
究

協
議
会
︵
泉
南
中
学
校
内
担
当
南

み
な
み

☎
483
・
２
４
７
５
／
FAX

 

　

483
・
２
４
７
６
︶

第　

回
人
権
啓
発
講
座

【
と
き
】
1
月
26
日
㈭
午
後
2
～
4
時

【
と
こ
ろ
】
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】「
出
会
い
は
世
界
を
広
げ
て

い
く
」
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
生
徒

交
流
会
か
ら
の
発
信
～

【
講
師
】
土ど

い肥
い
つ
き
さ
ん　

【
参
加
費
】
無
料

【
一
時
保
育
】
1
歳
以
上
就
学
前
の

子
ど
も
定
員
9
名
︵
多
数
の
場
合
は

抽
選
︶

【
手
話
通
訳
】
事
前

申
込
み
が
必
要

【
申
込
み
】
不
要
。

た
だ
し
一
時
保
育
・
手
話
通
訳
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
電
話
か
F
　

A
　

X
、

E
メ
ー
ル
で
人
権
協
会
︵
☎
485
・

１
４
０
１
／
FAX
　

485
・
１
４
０
５
／

e-m
ail:hra@

globe.ocn.ne.jp
︶

へ
。
1
月
13
日
㈮
締
切

【
問
合
せ
】
泉
南
市
人
権
協
会

シリーズ　人権

Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

　
●
○
２
０
１
７
男
女
平
等
参
画
都
市
宣
言
記
念
講
演
会
○
●

　
女
性
の
視
点
か
ら
災
害
支
援
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　

～
防
災
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
～

毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00～12:00、13:00～15:00

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

一丘団地集会場所

専用電話（☎482-0590）

市役所本庁 1 階市民相談室    人権擁護委員による人権相談

女性相談（面接）
事前予約が必要です

女性のための電話相談

特設人権相談

人権に関する相談

 毎月第3金曜日　14:00～16:00
 ①毎月第 1 金曜日　13:00～16:00
 ②毎月第 2 火曜日　18:00～21:00
 ③毎月第 4 金曜日　10:00～13:00

相談名 とき ところ 問合せ

人権推進課

　人権協会
（☎485-1401）

祝日を除く毎週月曜日～土曜日
 （土曜日は要予約）　9:00～17:30
1 月 13 日㈮ 14:00 ～ 16:00  

男女平等参画情報誌「Step」

vol.21 ができました

　年に１回発行してい
る 情 報 誌「Step」。 今
回は、平成 28 年 4 月
1 日に女性活躍推進法
が成立されたことに伴
い、「みんながカツヤク、職場をカイカ
ク」をテーマに、性別にとらわれず、
誰もが本来持っている素晴らしい力を
発揮しあえる社会づくりについて掲載
しています。この冊子を、「みんなが活
躍する社会とはどのようなものなのか」
を考え、その社会の中で女性が活躍す
るためには、現状をどう変えていけば
良いのかを考えるきっかけになること
を願っています。女性が現状を変える
と、相対的に男性も変わらなければ、
社会は成り立ちません。男性は今ある
現状をどう変えていかなければならな
いのか、考えてみませんか。希望の方
には、市内各公共施設や人権推進課窓
口で配布します。また、市ウェブサイ
ト（市政情報＞人権・男女平等参画＞
男女共同参画＞男女平等参画社会って
なに？＞市発行の関連冊子・リーフ
レット）でもご覧いただけます。

【問合せ】人権推進課

5



20

                      

                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.lg.jp/　　　　　　　　　　                         　                                         せんなん子育てねっと　http://www.city.sennan.osaka.jp/kosodate/

 

幼稚園のひろば・園庭開放

★指導課（☎ 483-3671）
泉南市ウェブサイト＞せんなん子育てネット＞遊ぶ・学ぶ・集う

おはなしひろば
ぴよぴよ・てくてく

【とき】1 月 6 日㈮、2 月 3

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、1 歳の子どもと

その保護者 ② 2、3 歳の子ど

もとその保護者 （年齢は目安）

【内容】絵本やわらべうた、

本の紹介など。絵本相談も行

います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費・申込み】不要

　　　　　　　　　　　　

4歳以上は
「土曜おはなしひろば」へ
【とき】1 月 14 日㈯午後 2

時 30 分～ 3 時 15 分

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子どもと

その保護者

【内容】ストーリーテリング

（素語り）、ジュニア司書クラ

ブによる大型絵本、カルタ遊

び

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要

【その他】「とこしょの読書通

帳」対象おはなし会です

ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！

【とき】1 月 7 日㈯、21 日㈯、

28 日㈯午後 2 時 30 分から

30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚

室

【対象】0 歳からどなたでも

【内容】紙芝居ボランティア

「拍
ひ ょ う し ぎ

子木」による紙芝居会

【定員】

各回40名（先着順）

【参加費・申込み】

不要

　

冬休み絵本タイムにきてね！
　図書館応援団 ( ボランティ

ア ) 絵本グループの皆さんに

よる楽しい絵本の読み聞かせ

会です。

【とき】1 月 7 日㈯午前 10

時 45 分～ 11 時 15 分

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】主に幼児・小学生（ど

なたでも入れます）

【内容】絵本「ごろんごゆき

だるま」「どんぶらどんぶら

七福神」など。最後にコマを

作って遊びます

【参加費・申込み】不要

【その他】「とこしょの読書通

帳」対象おはなし会です。絵

本を楽しんで、スタンプを集

めよう！ 　     1/16 ㈪
14：45 ～ 15：30

くすのき幼稚園
☎483-2929

あおぞら幼稚園
☎483-9663

　    1/16 ㈪
10：00 ～ 11：00

　     1/16 ㈪
10：00 ～ 11：00

        1/16 ㈪
14：45 ～ 15：30

園庭開放ひろば

1/23
㈪

1/31
 ㈫

2/9
㈭

2/20
㈪ 11：00 ～ 12：30

①泉南市の子育て事情と子育て支援
②子どもの心・保護者の心との向き
　合い方
①障がいのある子どもについて
②子どもの人権
①食生活とアレルギー
②子どもの身体発達と事故防止
③子どもと絵本
①子どもの生活と遊び
②もっと知ろう、ファミサポ

  9：20 ～ 10：50
11：00 ～ 12：30

  9：20 ～ 10：50
11：00 ～ 12：30

  9：20 ～ 10：50

  
  9：20 ～     9：50
  9：50 ～ 11：20
11：30 ～ 12：30

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞観光・文化・スポーツ＞文化

ファミサポ会員募集中 !
【利用会員】3 か月からおおむ

ね 12 歳までの子どものいる方

【協力会員】自宅で子どもを

預かることができる方。子ど

もの保育施設などへの送迎が

できる方。研修の受講が必要

です。都合に合わせて活動可

【両方会員】利用会員と協力

会員を兼ねることができます

【利用料】700 円～（１時間）

【保険】ファミリー・サポート・

センター補償保険に加入、保

険料は泉南市が負担します

【申込み】電話でファミリー・

サポート・センターへ

★ファミリー・サポート・センター（☎ 483-9665）
泉南市ウェブサイト＞くらし・手続き＞妊娠・出産・子育て

協力・両方会員大募集！
　子育てボランティアを始め

てみませんか？自分の都合に

合わせて子どもを預かる有償

ボランティアの活動（１時間

700 円～）です。利用会員

に比べて協力会員は数が少な

いので、「私も何か役に立て

れば…」とお考えの方、ぜひ

お手伝いしてください。活動

するには、研修の受講が必要

です。

【とき・内容】下表のとおり

【ところ】あいぴあ泉南

【定員】8 名（申込順）

【受講料】無料

【一時保育】生後 3 か月以上

の子ども定員 3 名（申込順）

【保険】活動には、ファミリー・

サポート・センター補償保険

に加入。保険料は市が負担

【申込み】電話でファミリー・

サポート・センターへ  
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★プチひまわり 3ｒｄ『信達こども園』（☎ 483-4642）
泉南市ウェブサイト＞くらし・手続き＞妊娠・出産・子育て＞講座・教室・交流

子育て情報局

Child  Information

Cafe　Shindachi
【とき】1 月 10 日㈫午前 10

時～ 11 時 30 分ごろ

【対象】0 歳～就学前の子ど

もとその保護者

【内容】園で子どもたちが食

べている手作りおやつの紹介

と提供（先着 6 組）、園庭開放

【申込み】電話で信達こども

園へ

子育て講座
親子で 3B体操をしよう！

【とき】2 月 22 日㈬午前 10

時～ 11 時 30 分ごろ

【対象】1 歳以上就学前の在

宅の子どもとその保護者

【定員】20 名（申込順）

【申込み】1 月 10 日㈫午後

2 時 30 分から電話で信達こ

ども園へ

  予防接種は、体調の良い時に受けましょう。費用は無料です。

　母子健康手帳、健康保険証は必ずお持ちください。予診票

は医療機関に置いてます。個別接種は事前予約が必要で、指

定医療機関以外での接種はできません。

予防接種名 対象年齢

結核（ＢＣＧ）

B型肝炎

◇受け方については、指定医療機関設置の「予防接種を受けるにあたっての説明書」、市ウェブサイトを参照または、保健センターへ

保
健

セ
ン
タ
ー

個
別
接
種

集
団
接
種

指
定
医
療
機
関

麻しん・風しん

ジフテリア・百日咳・ポリオ・破傷風

水痘

日本脳炎

Hib感染症・小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

おとなの風しん予防接種費用の公費
一部助成
（助成回数1回・助成上限あり）

方法 場所

生後2か月の前日から5歳の前日まで▽初回接種開始月齢に応じて1～4回接種

▽第1期：1歳の前日から2歳の前日まで▽第2期：小学校入学前の1年間

1歳の前日から3歳の前日まで：2回接種
▽すでに水痘にかかったことがある子どもは対象外

▽第1期：生後3か月の前日から7歳6か月の前日まで
▽第2期：11歳の前日から13歳の前日まで（ジフテリア・破傷風）

▽第1期：3歳の前日から7歳6か月の前日まで
▽第2期：9歳の前日から13歳の前日まで

小学6年生から高校1年生の女子
▽平成25年以降、厚生労働省からの勧告により接種を勧めていません

風しん抗体検査の結果抗体が十分でないと判断された方で、接種当日に泉南市に
住民票があり①妊娠を希望する女性②①の配偶者③妊婦の配偶者（妊娠中または
妊娠の可能性のある方は除く。接種後女性は2か月間避妊が必要）

1歳の誕生日前日まで（標準的な接種年齢は生後5か月の前日から8か月の前日
まで）:1回接種
実施日：1月19日㈭、2月16日㈭午後1時～1時45分受付、予約不要

平成28年4月1日生まれ以降で、1歳の誕生日前日まで（標準的な接種期間は生後
2か月前日～9か月前日まで）：3回接種
▽2回目は27日以上あけて接種。3回目は1回目から139日以上あけて接種
▽母子感染予防のため抗HBｓ人免疫グロブリンと併用して接種する場合は、定期
接種対象外

ヒブ

★保健センター（☎ 482-7615 ／ FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞くらし・手続き＞健康・医療

今
月
の
教
室
・
相
談

　

助産師相談

◇各健康診査については対象者に個別通知します

はじめてのままサロン

行事名 対象 とき その他
【内容】情報交換、赤ちゃんの身体測定、
育児相談、ふれあい遊び
【申込み】不要

1歳未満の第1子と
その家族

1月27日㈮
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

1月6日㈮、19日㈭午前
2月3日㈮午前

助産師サロン
～ホッとまま～

【内容】妊産婦の血圧測定、赤ちゃんの
身体測定、ママのためのリフレッシュ体操、
相談、交流
【申込み】不要

【内容】個別相談（予約制）
【申込み】電話か保健センター窓口へ

妊産婦とその子ども
（概ね生後5か月）
および家族

妊産婦とその子ども
および家族

1月12日㈭
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

ぽかぽか広場・にししんっ
こ広場に遊びに来てね！

【とき】毎週水曜日（1 月

4 日㈬を除く）午前 10 時

～ 11 時 30 分

【ところ】西信達中学校裏

【対象】就学前の子どもと

その保護者

【内容】お部屋遊び、園庭

遊び、絵本、手遊び歌等

【その他】▽お茶以外飲食

不可▽駐車場は西信達中学

校広場▽ 1 月 18 日㈬は保

護者向け講座「ストリート

ダンスをたの

しもう」（申

込みが必要）

【問合せ】認定こども園「西

信達くねあ」

（☎ 483-2444）
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よちよちルーム・はいはいルーム
【とき】1 月 10 日㈫、24 日

㈫①よちよちルーム午前 9 時

30 分～ 11 時 30 分②はいはい

ルーム午後 1 時～ 3 時

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住で平成 27

年 4 月 2 日以降生まれの子

どもとその保護者①伝い歩き

～歩きはじめた子ども②ねん

ね～はいはいの子ども

【内容】親子の遊び、保護者

交流、ふれあい遊び、絵本等

【その他】▽都合の良い時間に

参加可▽上の子どもを連れて

の参加は不可（きょうだいで

の参加はひだまりルームへ）

【申込み】不要

プチ・ルポ
【とき】2 月 3 日㈮午前 10

時～ 11 時

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の就学前の

子どもをもつ保護者

【内容】保護者同士の交流

【参加費】無料（飲み物を購

入する方は飲み物代として

100 円）

【その他】▽子どもを連れて

参加可▽ 1 月は開催しません

【申込み】不要

双子ちゃん・三つ子ちゃん
あつまれ！「そらまめくらぶ」

【 と き 】1 月 12 日 ㈭、2 月

24 日 ㈮ 午 前 10 時 ～ 11 時

30 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の双子・三

つ子とその保護者。双子・三

つ子を出産予定の妊婦（保護

者のみの参加も可能）

【内容】自由遊び、保護者交流

【申込み】参加前日までに電

話で『ひだまり』へ（申込み

無しでの参加も可能）

出前保育
【とき】① 1 月 6 日㈮② 19

日 ㈭ い ず れも午前 10 時～

11 時 30 分

【ところ】①埋蔵文化財セン

ター②樽井区民センター

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】歌、ふれあい遊び、

歌遊び、ペープサート、体操、

手作りコーナー（①凧
たこ

②鬼の

面）、親子での遊び、赤ちゃ

んコーナー

【その他】▽ごみ、紙オムツ

は各自で持帰り▽お茶以外飲

食不可▽お茶、着替え等は各

自持参▽警報発表時はお問合

せください▽①は駐車場あり

②は駐車場なし

ストレッチをしてストレス・
肩こりを解消しませんか？

【とき】2 月 8 日㈬①午前 9 時

45 分～ 10 時 45 分②午前 10

時 50 分～ 11 時 50 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の就学前の

子どもを持つ保護者

【講師】若
わかばやし

林静
し ず よ

代さん

【定員】各 20 名（申込順）

【参加費】無料

【一時保育】15 名（申込順）

【申込み】1 月 5 日㈭午前 9

時から電話で『ひだまり』へ

【とき】1 月 10 日㈫、12 日㈭、13 日㈮、16 日㈪、17 日㈫、
19 日㈭、20 日㈮、23 日㈪、24 日㈫、26 日㈭、27 日㈮、30
日㈪、31日㈫午前9時30分～午後3時

【対象】市内在住の就学前の子どもとその保護者
【その他】▽都合のよい時間に参加可▽お茶、お弁当以外

は飲食不可▽お弁当持込みの場合、食事時間は午前 11 時
50 分～ 12 時 30 分▽午後からの参加は午後 0 時 30 分以
降にお越しください

【申込み】不要

ひだまりルームに遊びに来てね！

★ひだまりルームのお楽しみタイム★

スポットタイム3階 ひだまりルーム開催日10：00～10：20
とき 対象 内容

手遊び、ふれあい遊び、絵本、体操などどなたでも

おかえりタイム1階 ひだまりルーム開催日14：50～15：00 手遊び、ふれあい遊び、絵本、体操などどなたでも

未就園児

どなたでも

こぐまタイム2階 1/20㈮10：30～11：15
H22.4.2～H26.4.1
生まれの子ども（未就
園児）とその保護者

おいでおいで広場
2階

①1/13㈮10：30～11：15
②1/26㈭13：30～14：15

3/14㈪
①10：30～11：15②13：15～14：00

テーマ「お正月遊び」
福笑い、カルタ

制作「凧」
たこ

①お正月遊び
②制作「鬼の面」

一時保育なし、保護者
のみの参加も可

3月生まれの子ども
とその保護者

おひさま交流会2階
（保護者交流） 1/27㈮10：30～11：15

誕生会2階 誕生カード作り、誕生会の歌など

身体測定1階 1/16㈪、1/17㈫、1/19㈭、1/20㈮
11：20～11：40、14：20～14：40

身長・体重の測定
(希望者は、時間内に計測してください)

幼稚園ルーム2階 親子の遊び、保護者交流

★子育て支援センター『ひだまり』（☎ 484-3371）
泉南市ウェブサイト＞くらし・手続き＞妊娠・出産・子育て＞赤ちゃんが生まれたら

　初めての子育てで悩んだ

り不安になったりするのは

当たり前。知ることで心が

ほっとするお話を届けます。

【とき】2 月 15 日㈬午前

10 時～ 11 時 30 分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の就学前

の子どもを持つ保護者

【講師】辻
つじ

ゆきこさん（大

阪 府 子 ど も 家 庭 サ ポ ー

ター）

【定員】30 名（申込順）

【参加費】無料

【一時保育】15 名（申込順）

【申込み】1 月 10 日㈫午

前 9 時～ 2 月 3 日㈮の期

間に電話で『ひだまり』へ

子 育 て 講 座
親が変われば子どもが変わる

～初めての子育て、うまくできなくて当たり前～
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                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.lg.jp/　　　　　　　　　　                         　                                         せんなん子育てねっと　http://www.city.sennan.osaka.jp/kosodate/

　市民の皆さんの憩いの場であるマーブルビーチ。そこに

設置されたトイレは、いたずらや落書きが目立つようになり

ました。そこで、住宅公園課とせんなん子ども会議がともに

考え、「サザンぴあ子どもアート」を企画。図案やイベント

内容を子ども会議で話し合い、みんなでトイレの壁に絵を描

くことにしました。

何を描こう？子ども会議で決めたこと

①泉南の特産物を描こう

水ナス、玉ネギ、泉ダコ、アナゴ。

調べて、下絵を描こう。大好きなせ

んくまも描こう。

②物の名前は正しく、絵は丁寧に、楽しく描こう

丁寧な線で描こう。壁の落書きで、心を痛めた人がいる。丁

寧に描くことで、きっと大事に使ってもらえるという、願い

を込めて描こう。

みんなで仲良く絵を描いた、トイレの壁も美しくなった！

「子どもの権利条約」に定められた、意見を表す権利、表現

の自由、休み・遊ぶ権利などが、子どもたちの視点から確保

され、子どもと大人が互いにパートナーとして、「子どもに

やさしいまち」をこれからも実現していきます。

子ども元気広場しんげ
【とき】毎週水曜日（1 月 4

日㈬を除く）①午前 9 時 30

分～ 12 時②午後 1 時 30 分

～ 4 時 45 分

【ところ】旧新家幼稚園

【対象】①就学前の子どもと

その保護者②小・中学生を中

心とする市内の子ども

【内容】安心で安全な居場所

と遊びの提供

ママトトロで
楽しく体を動かしましょう

【とき】1 月 16 日㈪、23 日

㈪、30 日㈪午前 9 時 30 分

～ 11 時

【対象】大人

【講師】川
かわばた

端恵
え み こ

美子さん

【参加費】1 回 300 円

【申込み】当日受付

ほっとネットせんなん
【とき】1 月 14 日㈯午前 9

時 30 分～ 12 時

【対象】小学生（小学部）・中

学生（中学部）・高等部の障

がいのある子どもと保護者

【内容】うどん作り

【定員】親子で 15 組

【参加費】1 人 500 円

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、ほっとネットせんなん

参加希望、住所、参加者氏名

（ふりがな）、電話番号を明

記の上、青少年センターへ。

1 月 7 日 ㈯ 午 後 5 時 必 着

英語で歌おう
【とき】1 月 21 日㈯午後１

時 30 分～ 3 時

【対象】小・中学生

【参加費】300 円

【申込み】電話か E メールで

青少年センターへ

ボランティアスタッフを募集
【対象】大学生、短大生、専

門学生、社会人の方

【内容】自学自習中の質問へ

の対応や学習内容、方法等の

アドバイス

【申込み】窓口か電話、Ｅメー

ルで青少年センターへ　　　

読み聞かせ講習会
【とき】1 月 21 日㈯午前 10

時～ 12 時

【対象】18 歳以上で子ども

に本などを読み聞かせたい方

【内容】朗読講座

【講師】端
は し だ

田宏
こうぞう

三さん（俳優・

関西朗読家クラブ代表）

【定員】20 名

【申込み】電話か E メールで

青少年センターへ

シリーズ：子どもの権利No．48
「サザンぴあ子どもアート」～せんなん子ども会議と住宅公園課と子どもたちがともに～

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞観光・文化・スポーツ＞文化

〒590-0521
樽井八丁目13番 18号／ FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、２，３日中
に確認メールをお届けします。届かない場合は、青少年センターへ
ご連絡ください。
●【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
●【参加費】の記載の無いものは無料です

★保育子育て支援課（☎ 483-3471）
泉南市ウェブサイト＞せんなん子育てネット＞あずける・通う

保育所（園）名 開放日 開放時間
 たるいこども園   
 ☎ 482-0074

1/10 ㈫
2 月は無し 10：00 ～ 11：00

 信達こども園　   
 ☎ 483-4642 1/10 ㈫、2/7 ㈫

10：00 ～ 11：30

なるにっこ認定こども園
 ☎ 482-5660 1/10 ㈫、2/14 ㈫

 浜保育所　　   
 ☎ 484-2660 1/17 ㈫、2/21 ㈫

 ニチイキッズ泉南保育園
 ☎ 483-4041 1/24 ㈫、2/28 ㈫

 ココアンジュ新家　
 ☎ 484-0190

1/5 ㈭、1/19 ㈭
2/2 ㈭、2/16 ㈭ 13：30 ～ 15：00

保育所（園）の所（園）庭開放

小学 5 年生から 18 歳までの皆さん
せんなん子ども会議に参加しませんか
学校を通じて申込むか、下記に連絡してください。

【問合せ】せんなん子ども会議事務局（人権教育課☎ 483
-3672 ／ FAX483-7306 ／ e-mail:jinkenkyouiku@
city.sennan.lg.jp）

みんなも楽しいと喜んでく
れた。今まで話し合ったこ
とが大成功してよかった。

子ども委員の
声
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災害に備えよう！～泉南市・イオングループ合同防災訓練～

　地震など災害時の“いざ”というときに備え、泉南市・イオング
ループ合同防災訓練をイオンモールりんくう泉南にて開催しまし
た。この日は晴天に恵まれ、たくさんの方々が避難誘導訓練、応急
手当訓練、初期消火訓練、ＡＥＤ使用訓練等に参加しました。津波
避難訓練では３階駐車場までスロープを歩いて、「慌てず」に「高
いところ」を意識して行動確認することができました。また、本年
度も大阪府主催の防災・安全フィールドワーク・キャラバンを同時
開催し、防災などに関する多数のブースが出展され、みんなで楽し
みながら防災について学べる１日となりました。　（11 月 12 日）

上記の広告に関するお問合せは、秘書広報課へ（☎ 072-483-0002）　

●読者プレゼント！

応募締め切り
1 月 25 日㈬必着

　新家駅の目の前、アトリエのようなお店を構える LeCoeur さ
ま。アロマとハーブの商品販売、教室、アロマトリートメントを
行う癒やしの空間です。LeCoeur とはフランス語で「心」とい
う意味。すべての方に真心込めて…という温かい思いがつまった
店内には、ハーブやアロマの雑貨、手作りの雑貨がたくさん！「自
然の力を借りて、美しく輝いてほしい。女性の輝きは、周りを明
るく照らす力があるんです。」と、温かい笑顔で語るオーナーさ
ん。疲れや気分に合わせた香りのアドバイスももらえるので、初
心者でも気軽にアロマやハーブを始めることができます。アロマ
のほか、ボディージュエリーも結婚式やイベント用に大人気です。
今回は LeCoeur さま（新家 2965-1 ／☎ 482-1737 ／営業時
間：平日午前 10 時～午後 6 時、土曜日午前 10 時～午後 1 時）
から掃くたびアロマの香りが楽しめる、新作ミニアロマブルーム

（2,000 円相当）を 3 名さまにプレゼント。

【応募方法】郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢（学年）、性別、
職業を明記し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで、今月号の感想や
市政へのご意見、プレゼントへのご意見、身近な話題などを必
ずお書き添えください。なお、応募はお１人さま、１賞品につ
き１回のみ有効です

【応募先】〒 590-0592（住所不要）広報せんなん 1 月号プレゼ
ント係へ FAX:483-0325 ／ e-mail:hisyo@city.sennan.lg.jp（タイ
トルに「広報せんなん 1 月号プレゼント係」と必ず明記）

【問合せ】秘書広報課（☎ 483-0002）
　応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人情報保護条例
に基づき、当選者への賞品受け渡しのためにプレゼント提供店に提
供される以外には利用しません

3名さまに

LeCoeur
ル　・　ク　－　ル

アロマ・ハーブ・スクール
ボディジュエリー・雑貨のお店

新家

●新家
　公民館

★

★★

新家
駅
至天
王寺
→

←至
和歌
山

北

↓ 新家公民館へ

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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まちかどスナップネット版もごらんください。

市ウェブサイト→ピックアップ情報→まちかどスナップ

http://www.city.sennan.lg.jp/

ドングリいっぱい！遺跡の森を探検

　未就園児とその保護者に人気の「出前保育」。子育て支援セン
ター『ひだまり』が市内各所で開催しているのですが、今回は
史
し せ き か い え じ あ と ひ ろ ば

跡海会寺跡広場が会場となりました。というのもこの公園、ドン
グリがたくさんみつかる公園だからです。広場での歌や手遊びのあ
と、保護者と子どもが一緒になって、思い思いに森を散策。赤や黄
色の落ち葉いっぱいの森の中で、ドングリを探したり、落ち葉の上
を歩いてその感触や音を楽しんだり。「うちの子がまだ帰りたくな
いと言うので」とプログラム終了後も数組が遊び続けていたほど、
子どもにとって楽しい体験だったようです。　　　（11 月 30 日）

いつまでも仲良く！金婚式おめでとうございます

　い
1 1 月 2 2 日

い夫婦の日にちなみ開催されている金婚を祝う会。この日
あいぴあ泉南には 36 組の夫婦が参加されました。今から 50
年前といえば 1960 年代半ばのいざなぎ景気時代。カラーテレ
ビ 、クーラー 、自動車の 3 種類の耐久消費財が新・三種の神
器として言いはやされました。そのめまぐるしく社会が変化す
る時代に結婚され、仕事に子育てとたくましく駆け抜けてこら
れた皆さん。そのバイタリティーはご健在。余興のフラダンス
を一緒に踊り、南京玉すだれに掛け声、手拍子と楽しまれている様
子がとても印象的で温かい祝宴会場となりました。（11 月 22 日）

「泉南農業塾」新コースがスタートしました！

　本市では、農業の新たな担い手を育成するため「泉南農業塾」を
運営しています。今回新たに、府内市町村でもトップクラスの習熟
度をめざす「集中指導コース」を設立し、年齢もさまざまな 6 名
を新たに塾生として迎え入れ開校式を行いました。当日はあいに
くの雨でしたが、入塾証の交付や鍬

くわ
などの農業資材の確認を行い、

コースの開始に胸が高鳴っている様子。皆さん農業を志す熱意のあ
る方ばかり。今後、講師である地元農家の方々の指導を仰ぎながら、
学習専用ほ場（畑）にて実習を行い、農薬の取扱いや出荷の仕組み
など農業経営に必要な多様な知識の習得に励みます。（11 月 8 日）
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情報ボックス

Information BOX 

新春クラシック・コンサート
 ～ピアノとヴァイオリンの午後～

【とき】1 月 28 日㈯午後 2 時～ 3 時 30 分
【ところ】樽井公民館
【対象】小学生以上の方
【曲名】バッハ「主よ人の望みの喜び

よ」、ブラームス「ハンガリー舞曲第
5 番」他

【出演】田
たどころ

所千
ち か

佳さん（ピアノ）、河
かわばた

端
綾
あや

さん（ヴァイオリン）
【定員】120 名程度
【一時保育】1 歳以上の子ども定員 9

名（申込順）。入場整理券を受取る際
にお知らせください。1 月 21 日㈯午
後 5 時締切

【入場料・申込み】不要（樽井公民館
で配布中の入場整理券が必要です）

【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361）

あけおめ！ほっこりミニコンサート
【とき】1 月 21 日㈯午後 1 時開場、1

時 30 分開演～ 3 時
【ところ】樽井公民館 3 階多目的ホール
【演奏】泉南中学校吹奏楽部
【入場料】無料
【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361）

4 回連続講座 iPad を使いこなそう！
　1 人 1 台、i-Pad を使います。

【とき】2 月 18 日㈯、19 日㈰、25 日㈯、
26 日㈰午前 10 時～ 12 時

【ところ】信達公民館
【対象】大人
【定員】10 名（多数の場合は抽選）
【参加費】8,100 円（器材レンタル料、

教材費）
【一時保育】1 歳以上の子ども定員 6 名
【申込み】樽井・信達公民館窓口かハ

ガキ、FAX、E メールで、住所、氏名（ふ

りがな）、電話番号（自宅・携帯電話）、
年齢、性別、一時保育を希望する方は
子どもの氏名（ふりがな）、生年月日、
性別を樽井公民館「iPad 係」（〒 590-
0521 泉 南 市 樽 井 6-11-16 ／ FAX483-
4380 ／ e-mail:tarui-k@city.sennan.
lg.jp ）へ。2 月 4 日㈯午後 5 時必着。
E メールで申込みの場合は、3 ～ 4 日
しても返信がなければお問合せくださ
い。当落は、2 月 5 日㈰以降に電話か
お申込みの方法で連絡します。当選者
は 2 月 12 日㈰午後 5 時までに樽井公
民館窓口で教材費をお支払いくださ
い。お支払いなき場合はキャンセルと
なります

【問合せ】樽井公民館（☎ 483-4361） 

泉南市 ABC 委員会和
わ だ こ

凧づくり講習会
【とき】1 月 14 日㈯午後 1 時 30 分～ 4

時 30 分
【ところ】樽井公民館 3 階多目的ホール
【定員】50 名 
【参加費】300 円（材料費。当日持参） 
【申込み・問合せ】電話で生涯学習課へ

（☎ 483-2583）

第 14 回泉南市「凧あげ大会」 
【とき】1 月 21 日㈯午前 10 時～午後 2

時（雨天中止）
【ところ】りんくう体育館公園広場（大

阪府南部広域防災拠点） 
【参加費・申込み】不要
【その他】当日、体育館で和凧をつくり、

広場であげることもできます（材料費
300 円、午前 10 時から先着 20 名）

【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南市 ABC 委員会共催市民協働啓発講座
　市民と行政との協働によるまちづくり

について、講師の方と一緒に考え、楽し
く話し合います。
①第 1 講座「市民による地域課題の解決
～地域資源の見つけ方、活かし方教えま
す !! ～」

【とき】１月 17 日㈫午後２時～４時
【ところ】埋蔵文化財センター
【講師】米

よねやま

山哲
さ と し

司さん（NPO 法人 M
ブリッジ理事長）

【定員】50 名
②第 2 講座「楽しくなくっちゃ講演会じゃ
ない～笑顔や笑いがあふれる地域活動～」

【とき】１月 28 日㈯午後 2 時～ 4 時
【ところ】市民体育館第 2 競技場
【講師】栗

く り き

木剛
つよし

さん（motto ひょうご事
務局長）

【定員】80 名
③第 3 講座「地域資源を活用したまちづ
くり～古民家長屋の再生～」

【とき】2 月 8 日㈬午後 2 時～ 4 時
【ところ】埋蔵文化財センター
【講師】南

みなみがわ

川孝
た か し

司さん（NPO 法人摂河泉
地域資源研究所理事長）

【定員】50 名
①②③共通

【一時保育】1 歳以上小学 3 年生までの
子ども定員 6 名（多数の場合は抽選）

【手話通訳】事前申込みが必要
【その他】駐車場が少ないので、できる

だけ乗合わせ、または公共交通機関をご
利用ください

【参加費・申込み】不要。ただし一時保
育、手話通訳が必要な方はハガキかFAX、E
メールで〒 590-0592（住所不要）政策推
進課（FAX483-0325 ／ e-mail:seisaku@city.
sennan.lg.jp）へ。締切は、一時保育、手
話通訳とも①１月 6 日㈮②１月 20 日㈮
③１月 31 日㈫

【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

上記の広告に関するお問合せは、合同会社　IM 総合企画へ（☎ 072-242-7997）　

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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旧庄屋屋敷山田家一般公開
【とき】1 月 22 日㈰午前 10 時～午後 4 時 
【ところ】山田家住宅 （JR 新家駅から

徒歩 5 分。駅前に案内板あり）
【内容】主屋（日

ひ ね た い ざ ん

根対山の襖
ふすまえ

絵、鎧
よろいかぶと

兜、
和
わ ど け い

時計、火
ひなわじゅう

縄銃、槍
やり

ほか）、米蔵（民
俗資料）、台所棟（かまど）ほか

【入場料・申込み】不要（ただし、建
物保存のためパンフレット代として
100 円の協力金をお願いしています）  

【その他】山田家住宅長屋門横に駐車可
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南・市民まちづくりサロン
【とき 】（第 10 回）1 月 24 日㈫午前

10 時～ 12 時
【ところ】埋蔵文化財センター
【参加費】無料
【共催】泉南市 ABC 委員会
【その他】サロンの状況は市民協働か

わら版（市ウェブサイト＞市政情報＞
市民活動・市民協働・市民公益活動）
でご覧いただけます

【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

せんなんわくわく広場サザンぴあ
●節分子ども祭り
　楽しいゲーム大会（有料）を開催。

【とき】2 月 3 日㈮午前 10 時～ 11 時
30 分
●恒例朝市

【とき】2 月 4 日㈯午前 8 時 30 分 から
【問合せ】せんなんわくわく広場サザ

ンぴあ（☎ 482-0277）

泉南市婦人団体協議会
第 7 回チャリティ文化祭                

【とき】 １月 22 日㈰正午開演        
【ところ】文化ホール            

【演目】 歌、踊り、演奏、ダンス等、幅
広いジャンルでお楽しみいただけます            

【入場料】無料            
【問合せ 】生涯学習課（☎ 483-2583）

第 39 回泉南市民作品展
【とき】2 月 3 日㈮～ 5 日㈰午前 10 時

～午後 4 時
【ところ】文化ホール展示室

●出展者募集
【募集部門】写真、絵画、工芸、手芸、

陶芸、書道、生花、その他アート作品
1 人 1 部門 1 点、自作のもの。絵手紙
は額装またはパネル 1 枚で 1 点

【応募資格】市内在住・在勤・在学の方
（中学生以下は除く）、文化協会会員
【申込み】文化ホール、市内各公民館

に設置の応募用紙に必要事項を明記の
上、図書館 2 階文化ホール事務所へ（電
話・FAX での応募不可）。 受付期間 1
月 6 日㈮～ 25 日㈬。月曜・祝日休館
日

【問合せ】文化ホール（☎ 482-7767）

おおさか泉南まるごと 100 円商店めぐり
　泉南地域の消費者と商工業者のコミュ
ニケーションを図り、泉南地域を豊か
なまちにするため、熊取町、泉南市、
阪南市、岬町の４商工会が連携開催。

【とき】2 月 10 日㈮時間は参加店の営
業時間による

【ところ】参加商工業者の各店
【内容】特別な 100 円商品やスタンプ

ラリー
【その他】参加店ならびに各店舗の営

業時間は新聞折込みチラシ、商工会
ウ ェ ブ サ イ ト（http://www.sennan-
sci.or.jp/）に掲載予定

【問合せ】泉南市商工会（☎ 483-6365）

関西国際空港から始まる
聖地・熊野への旅キャンペーン
　泉南市と和歌山県田辺市、奈良県十津
川村が連携した観光キャンペーンイベン
トを実施します。日本の心のふるさと「聖
地・熊野」を体感してみませんか。

【とき】1 月 21 日㈯、22 日㈰午前 10
時～午後 4 時

【ところ】イオンモールりんくう泉南

セントラルコート 2 階
【内容】せんとくんや泉南熊寺郎などの

ご当地キャラとの記念撮影、缶バッチ
のプレゼント、サイコロゲームなど

【問合せ】産業観光課（☎ 483-8191）

元気育成にぎわいコムーネ創出事業
講演会
　楽しくなるまちづくりを一緒に考え
ませんか。小さな一歩でも踏み出せば
仲間ができ、つながります。企業等事
業者の方もぜひご参加ください。

【とき】１月 22 日㈰午後 2 時～ 4 時
【ところ】市民体育館第 2 競技場
【テーマ】「できること」から始まる市

民まちづくり
【講師】大

おおみや

宮透
とおる

さん（慶應ＳＤＭ・小布
施ソーシャルデザインセンター研究員）

【定員】80 名（先着順）
【入場料・申込み】不要
【一時保育】申込みが必要。電話で行革・

財産活用室へ。1 月 10 日㈫締切
【手話通訳】あります
【問合せ】行革・財産活用室

（☎ 483-9953）

「さとにきたらええやん」上映会＆
里親説明会

【とき】１月 29 日㈰午後 1 時～ 4 時
30 分（上映会は午後 2 時～ 3 時 40 分）

【ところ】熊取図書館２階ホール（駐
車場あり）

【内容】「さとにきたらええやん」上映
会、里親制度に関心のある方の質問・
疑問に個別に応対

【定員】100 名（先着順。整理券を当
日午後 1 時から配布）

【参加費】無料　　　　　　
【問合せ】大阪府岸和田子ども家庭

センター里親担当（岸和田市宮前町
7-30 ／ ☎ 445-3977 ／ FAX444-9008
平日午前 9 時～午後 5 時 45 分）

消防出初式
【とき】１月 8 日㈰午前 10 時～ 12 時（雨

天時は体育館で式典のみ、車両展示と
試着体験は雨天中止）

【ところ】大阪府南部広域防災拠点
【問合せ】危機管理課（☎ 479-3601）

イベントなどの情報ページ

情報情報



今月の表紙
ようこそふるさとへ！E

イーティーキング
T-KINGの

お2人を迎えての新春対談
　昨年特命観光大使に就任された

ET-KING の K
ク ラ ッ チ

LUTCH さんと D
ディージェイ

J  

B
ブ ー ビ ー

OOBY さんを迎えての新春対談。

収録はお 2 人の母校である泉南中学

校で行いました。久しぶりに学ランを

着て「懐かしいなぁ、いろいろ思い出

すなぁ」と感慨深げ。また、この日

KLUTCH さんは中学生時代の担任の

先生とも再会されました。「今の僕ら

があるのは先生のおかげ」と恩師との

久 し ぶ り の 再

会 を 喜 び、 昔

話 に 花 を 咲 か

せていました。

（10 月 19 日）

市長の動き

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『砂川開拓地での葉タバコ栽培』
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大豆インクを使用しています

砂川開拓地での葉タバコ栽培

　戦前、大阪府内有数の行楽地
だった「砂川奇勝公園」。当時その
周辺は、低木やササなどが生い茂
る丘陵でしたが、戦後にかけて開
拓が進み農地が広がりました。昭
和30年当初、この開拓地で葉タ
バコの生産に励んでいた農家の様
子をご紹介します。
　写真の持ち主は、当時小学４年
生で、両親がここで葉タバコを栽
培していました。葉タバコの生産
は安定した収入が得られ、昭和
30年当初砂川開拓地において盛

んに栽培されていました。写真の
持ち主は葉タバコの脇芽かきや葉
の収穫作業を子どもながらよく手
伝ったということです。収穫した
葉は、乾燥部屋につるし、石炭を
燃やした熱で一週間ほどかけて乾
燥させます。10月ごろ出荷したそ
うです。
　品評会では大阪府知事から表彰
されたこともあったとか。畑でよ
く働いた父母の思い出は今も懐か
しく思い出されるとのことです。

広報紙が届かない方は…

　広報紙が届かない場合、またはご
近所等でそのようなご家庭をご存じ
の方は秘書広報課までご連絡くださ
い。（☎483-0002）

　ちびっこ相撲開
会式で子どもたち
を激励しました。

（11月6日）

　「サザンぴあ子
どもアート」で子
どもたちと絵を描
きました。
（11月26日）

▽

　泉南市の人口・面積
人口 63,342 人（－　45 人）
男性 30,683 人（－　40 人）
女性 32,659 人（－　　5人）

世帯数 25,893 世帯（－　5世帯）
面積 48.98 ㎢

11 月末現在。（　）内は前月比

募集しています
　砂川遊園・砂川奇勝の写真や、当時の思い出話などを募集しています。皆さんから寄
せられた資料は広報せんなんで紹介するほか、それらをまとめた報告書として広く公開
します。
【問合せ】埋蔵文化財センター（☎483-6789／FAX483-7089／e-mail:maibun@city.
sennan.lg.jp）へ
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